


　　表紙写真説明
「夕暮れ」

20号館の西側の非常階段からたまたま綺麗な夕焼けに巡り会ったので夢中でシャッターを切り続けたときの１枚です。色は後処理で若干誇張しております。

撮影者：黒柳 奨（EJ ③）

平成22年 名古屋工業会東海地区新年互礼会
　恒例となりました東海地区新年互礼会を名古屋支部主催、三河、尾張、岐阜、三重の各支部協賛で
下記の通り開催いたします。ご多用中恐縮ではございますが、ご出席賜りますようご案内申し上げます。

　　　　　日　時：平成22年１月10日（日） 12:00 ～ 14:00
　　　　　場　所：名古屋工業大学　大学会館１階　大食堂
　　　　　会　費：3,000円
ご出席下さる方は12月18日（金）までに次の各単科会連絡幹事までお知らせ下さい。

ＣＥ会　牧野　繁保（Ｃ58）TEL 0567-37-0946
光鯱会　宇佐美智伯（Ah6）TEL 052-704-6137
巴　会　伊藤　克彦（Ｍ57）TEL 052-872-9354
電影会　三宅　正人（Ｅ60）TEL 090-3581-4472
双友会　森川　民雄（Ｗ45）TEL 052-751-6855
緑　会　緑　　静男（Ｄ42）TEL 059-232-1829
名窯会　大門　啓志（Ｙ46）TEL 052-735-5286   

名晶会　山田　正明（Ｋ45）TEL 052-735-5307
計測会　大鑄　史男（Ｆ49）TEL 052-735-5393
経友会　仁科　　健（Ｂ50）TEL 052-735-5396
情友会　松尾　啓志（Ｊ58）TEL 052-735-5446
翼　会　小鹿　良雄（Ⓚ23）TEL 0561-72-4071
ＤＦ会　渡辺　秋義（Ⓢ17）TEL 052-701-5825

　支部連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　森川民雄　TEL052-751-6855、FAX052-751-6855
E-mail　Tamio_Morikawa@jetro.go.jp

　　　　　　　名古屋工業大学大学院ながれ領域　山本勝宏　TEL052-735-5277、FAX052-735-5277
E-mail　yamamoto.katsuhiro@nitech.ac.jp

日　時：平成21年11月29日（日）　16：00から
場　所：ホテル日航姫路（姫路市南駅前町　姫路駅南側すぐ）
内　容：講演：加藤　恵之 氏（Ｋ44 白鷺特殊鋼）「(仮)鉄の歴史について」その後、総会＆懇親会

〈特に、兵庫県西部にお住まいの方はふるってのご参加をお待ちしています！ご連絡は代表幹事まで〉
連絡先（代表幹事）上村芳大（Ｍ55）（川崎重工業明石工場 078-921-1561  uemura_yoshihiro@khi.co.jp）

平成21年度兵庫支部総会、講演会、懇親会のご案内

名工大は、松井信行学長の任期が来年3月31日で満了するため、10月14日の
学長選考会議において次期学長候補者として高橋実氏を選出した。
任期は平成22年4月1日から4年間

名工大次期学長候補者に高橋実氏を選出

【高橋実氏略歴】
　昭和24年4月生　60歳　工学博士
　昭和50年3月　東京大学工学系研究科　資源開発工学専門課程修士課程修了
　昭和50年4月　名古屋工業大学　助手
　平成 6年4月　　　同　　　　　教授
　平成16年4月　　　同　　　　　副学長
　平成18年4月　　　同　　　　　理事
　（専門分野）　セラミックスプロセッシング　粉体工学　応用レオロジー
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　ご存知のとおり、（社）名古屋工業会は国立
大学法人・名古屋工業大学の全学同窓会として、
本部における大学・学生支援はもとより、全国
20支部による卒業生各位の情報交換の場として
の活動が展開されていることを忘れてはならな
い。母校名古屋工業大学が国立大学法人として
自活の道を歩み始めたなか、公益法人法改定へ
の対応を含め、（社）名古屋工業会のあり方も
一考を要する事態
となっている。こ
れまで、大学との
連携強化の名のも
と、大学支援・学
生支援に偏った事
業推進が目立って
いるが、全学同窓
会本来の活動目的
である「卒業生の
ための」活動強化
が待たれる。そん
ななか、会誌「ご
きそ」についても、
卒業生各位の活躍
の状況など、会員
各位からの原稿で
賑わうのが理想で
あるが、残念なが
ら、原稿集めに苦労されている広報委員会の委
員各位であり、結果として大学の近況を伝える
記事が多くなっているのが実態である。
　支部総会に参加させていただくなかで、全国
各地で活躍される同窓生各位の姿・声を見聞す
るにつけ、会誌本来の主旨に鑑み、これら支部
の実情を伝え、卒業生同士の情報交換機能強化
の一端を担うべく、支部特集を企画するに至っ

T O P I C S

トピックストピックス 支部紹介特集にあたって
　　　　　　　　　　 （社）名古屋工業会

常務理事　二杁幸夫（Ｋ39）

た次第だ。名古屋・東京・大阪という大きな支
部以外でも、同窓生の情報連絡・支部活動の活
性化に努力されている状況を肌で感ずると同時
に、新たな法人三法のもとでの支部体制のあり
方、活性化施策を探る意味からも、全国各地の
支部活動の現状を紹介しあうとともに、課題認
識を共有化し、新法人法のもとでの名古屋工業
会─全学同窓会─のあるべき姿、支部支援のあ

り方を探っていきた
い。
　本部を含め、各地
の支部組織でも、共
通する課題認識は、
「若手の参画をたか
める」ことにあるよ
うだが、（社）名古
屋工業会の活動を活
性化させ、存在が認
知されることがその
解決策であるものと
考え、会員支援、大
学支援、学生支援の
バランスを考えた事
業運営を展開させた
いので、会員各位の
建設的なご提案を期
待する。これら活動

の根幹にあるのが、卒業生各位の情報を集約し
た名簿管理、メンテナンスにあるので、単科会
名簿との名簿統一・共有化に向けて活動を開始
したい。

今回は東日本の各支部について紹介します。
西日本の支部は次号以降に掲載します。
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　名古屋を代表するものに何があるだろうか。
人によって思い浮かべるものは違うだろうが、
やはり名古屋を代表するものは名古屋城と金の
鯱ではないだろうか。名古屋工業大学で学び現
在北海道に住んでいる卒業生が、青春時代を過
ごした母校を思い、北に住む鯱の集団として活
動しているのが「北鯱会」すなわち北海道支部
である。なにぶん名古屋から遠く離れた地域の
ため会員数は多くないが、約40名の卒業生が北
の地で活躍している。会員の多くをC科、A科
の卒業生が占めている。これは卒業後、旧建設
省や北海道庁などの官公庁に就職したのに伴っ
て北海道で勤務し、そのまま北海道に住んでい
る人が多い。また少数だが、北海道出身者でU
ターンして活躍している人もいる。
　支部の活動としては、11月の第2土曜日（こ
の頃より北海道のゴルフコースが閉鎖されるた
め、集まりやすいとの理由でこの日に決めてい
る）に札幌で総会、懇親会を定例的に行ってい
る。なにぶん広い北海道のため集まるだけでも
大変で、参加者は15名程度だが、年に1回顔を
合わせるのを楽しみにしている人が多く、“す
すきの”での2次会も含めて大いに懇親を深め
ている。同じ大学を卒業したというだけで、学
んだ年代も何十年も違っていても、初めて会っ
たときから親しみを感じるのは、母なる母校の
もつ魔力だろうか。
　北海道支部の課題として会員数の減少があ
る。卒業生の高齢化が進みご逝去される方が出
てきている。また、従来のように就職がきっか
けで北海道に住むようになる人が減ってきてい
る。さらに、入試制度の変更に伴い、北海道よ
り名工大へ進学する学生がほとんどいなくなっ
てきている。そこで、支部として数年前から卒
業生で終身会員になる人に会費の半額程度をめ
どに補助をしている。数を増やすことも重要だ

北海道支部　─母校への思いを込めて「北鯱会」─

三田村好矩（F41）支部長

が、量から質への
発想の転換が必要
となってきている
のかも知れない。
よく言われている
ように、同窓会は
親睦の他に何をす
べきなのか。すで
に母校では、同窓生が講義の一部を担当するし
くみが始まっていると聞いている。このように
卒業生が現役学生と直接接触するのは、お互い
に刺激になると思う。このように制度上しっか
りしたものでなくても、年1回開かれる総会時
期に合わせて、ある特定の卒業年度の卒業生が、
母校のすべてのクラスでいっせいに、講義（話）
をするような機会を作る「ようこそ先輩」のよ
うなことをやっても良いのではないか。このよ
うな母校との関わりを作るのも同窓会の役割で
はないか。
　入試制度の変更に伴い現在は東海三県の高校
生で入学者の大部分を占めるようになってきて
いる。これ自体悪いこととはいえないが、やは
り日本はもとより広く世界から学生が集まるの
が望ましい。北海道から名工大を見てみると、
名古屋との間に無数の大学があり、わざわざ名
工大まで行かなくてもと思っている高校生や、
名工大の存在自体を知らない高校生が北海道で
は多い。日本のものづくりの中心地で、ものづ
くり、人づくり、未来づくりを掲げている母校
の意義は大きく、是非北海道でも高校生へ広報
活動を積極的に行ってほしい。また、北海道の
高校からの指定校推薦入学制度や同窓生の子弟
の優先入学など思いきった制度の改革も検討し
てほしい。
　北の地より母校のますますの発展を祈って。

記：三田村好矩（Ｆ41）
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　みちのく東北の四大祭りは、例年８月４日の
青森ねぶた祭りを皮切りに、秋田竿灯、山形花
笠おどり、そして８月６～８日に仙台七夕まつ
りが開催され、終盤を迎える。この四大祭りが
終わると東北地方は、実りの秋、そして足早に
北将軍がやって来る。岩手では、5月に藤原ま
つり、福島では、旧正月に日本一の大わらじ祭
りが行われる。工業会会員の皆さまも是非、み
ちのくの観光と秘湯の探訪をお奨めする。
　東北支部の範囲は、宮城県（仙台市）を扇の
要とした前述の岩手、青森、秋田、山形、福島
の６県で、面積6万6950平方キロ、全国面積の
17.7％を占める広範囲の区域である。
　現在の所属会員（非会員を含む）は宮城県（59
名）、福島県（26名）、岩手県（21名）秋田県・
山形県（各14名）青森県（8名）の計142名である。
定住者は限定的で、転勤移動者が多い。遠隔
地であり、母校との絆は薄れがちで、「具体的
なメリットがない」として入会の賛同が得られ
憎い環境にある。正会員は宮城県20名（内終身
15、会員5）を筆頭に正式会員は計31名、入会
率は約22％で支部目標の25％を下回っている。
　東北支部の沿革と推移については、 №346
（1998年、10月号）東北支部特集を参照された
い。支部の設立は、45 ～ 46年前に、口伝えに
よる同窓生の存在情報を基に「同窓生の親睦と
情報交換」を目的に、自発的に昭和40年秋、有
志13名が集って、東北支部設立準備会を開催し
たことに始まる。支部長に清水建設・東北支店
長 亀山武雄（A5没）を推挙し、東北支部が発
足する。この設立趣旨を本部に報告、正式に名
古屋工業会東北支部となった。（当初宮城・福島・
山形と岩手・秋田・青森の２支部構想もあった
が、「1支部に統合した方が機能面から得策」と
の意見を具して、東北支部になったことも追記
したい。）

東北支部　─唯一残る産業おこしの東北地方─

栗村滋雄（C29）支部長

　初顔合わせは、
昭和41年11月開催、
19名が参加、東北
地建、東北電力、
東北大学（名工大
から進学した金属
の院生５）、建設
会社、ソニー、東
北観光センター（名鉄系）、仙台防衛施設局、
などの面々であった。二代目の支部長には、昭
和48年３月、亀山武雄氏（A5没）の専務栄転
に伴い、五洋建設・仙台支店長持川充夫氏（C7
没）にお願いし、引受けて頂いた。東北支部所
属会員は、高度経済成長の波に乗り、会員の
流入・流出が顕著な時期で、会員の実態把握
は、各科単位での追跡調査により名簿管理に遺
漏なきように努めた。現在もこの方式を継続し
ている。東北開発関連（建設省・新幹線・仙台
市地下鉄）で土木会員が増え、東北CE会を昭
和53年２月、昭和54年９月に夫々行っているが
現在は工業会１本に絞り、実施していない。三
代目支部長には、持川氏の昭和54年３月役員退
任に伴い、支部会員の推挙を受け小生、栗村滋
雄（C29）東北電力㈱・電源立地部部長（その
後東北発電工業㈱・常務取締役、現在・建設コ
ンサルタント技術顧問）が引受けることとなり
､ 爾来30年に亘り支部長を仰せつかっている。
支部設立世話人をして爾来44年の長きにわたり
工業会の活動に関与している。工業会の記録保
持者ではないかと思っている。母校創立80周年
記念の年、昭和57年11月、佐藤知雄理事長を迎
えて支部総会を開催した。会員数は155名、総
会参加者は34名で共に、東北支部の最多記録に
なっている。東北CE会・光鯱会合同の支部懇
談会を昭和59年12月に開いている（参加者CE
会10名、光鯱会6名の計16名）。その後は、実施
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していない。
　定例的な活動は支部幹事会（各科代表）、支
部総会（特別講演会・懇親会）、ゴルフ大会春
／秋２回（支部長杯）、忘年会、などを行って
いる。あらゆる機会を利用し、会員の動向調査
（出・入）並びに会員入会促進活動を実施して
いる。
　支部の問題点・懸案事項は支部の範囲が広く、
総会招集通信費（県外を含む非会員）など経費
が嵩み支部運営費を圧迫している。極力Ｅメー
ルを採用し、コスト削減に努めている。非会員
に対する通信費は会員増強の一環でもあり、支
部交付金とは別枠で交付さるべきものと思って
いる。隣接県との連絡旅費もなく意思疎通が図
り憎い状況にある。会員が仙台地区に集中して
おり、持ち回り総会は無理で、支部活動は仙台
中心にならざるを得ない。
　支部所属会員の動向は、移動会員が多く２～
３年で移籍するため、名簿管理に苦慮してい
る。支部所属会員の変動状況は、経済動向に左
右される傾向があり、昭和41年支部設立時は46
名、昭和49年度は建設省、国鉄、建設会社の会
員の流入が目立ち128名、昭和57年度は所属会
員数155名、総会参加者34名で共に最多記録を
保持している。昭和62年度は所属会員数137名、
平成４年度は104名、平成５年度は94名と昭和
57年時点より61名減で、著しく減少している。
平成６年度は111名、平成10年度は108名、総会
参加者20名（正式会員は終身17、会員11名の計
28名）で、内訳は仙台周辺居住者が主で、メン
バーは絞られてきている。平成14年度は所属会
員135名と増加傾向、会員増強特集号発行年で
もあり、支部長名で会員入会促進要請文を発信
している。平成21年度の所属会員は142名、（正
式会員31名）と増加傾向にある。このことはサ
ブタイトルの「唯一残る産業おこしの東北地
方」を物語るもので、エネルギー基地と海外進
出企業が、海外の賃金コスト上昇・エコ新製品

開発などを背景に、今までソッポを向いていた
東北地方が再認識されたことを意味するもので
ある。現に青森県では、原発建設・原燃サイク
ル施設の建設が、岩手・宮城では東京エレクト
ロンの進出、トヨタ系の企業が環境技術のＨＶ、
燃料電池など新技術対応可能な工場建設を着々
と進めている。これらの現状から、東北支部の
将来像は工場の操業に向けて工業会会員の流入
は必至で、先は明るいが心配でもある。
　名簿管理は移動者が多いため、異動時期に各
科単位で情報を収集し、総会前の幹事会で名簿
整理・管理している。工業会本部に対する要望
は大学と連携のもと、新卒者の就職先（所属支
部）を含む名簿作成・管理をお願いしたい。
　大学に対しては、全国区で優秀な学生を募集
できるシステムの構築が必要と思う。論文発表・
特許など有名大学にランクインされるよう祈念
する。学生に対しては、就職後の安心・安全は、
どの地方にも工業会支部があるので、心配は無
用、必ず支部に連絡することをお願いする。未
入会員に対しては、母校との絆は切っても切れ
ないことを自覚され、同窓生の団結と母校の更
なる発展のため、正会員になって頂きたいと念
ずるものである。

記：栗村滋雄（Ｃ29）
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　東京支部は東京都、神奈川、千葉、埼玉、茨城、
栃木、群馬の一都六県に在住の卒業生（内　正
会員984名）で構成されています。役員は、小
田支部長（E36）以下副支部長2名、常任幹事
19名、幹事9名、相談役7名、支部参事1名､ 支
部監事2名の41名で支部の運営を分担していま
す。役員は11の単科の出身で、東京支部をもつ
単科もあります。支部定期会議は4月と9月に事
業報告･計画と総会準備などを議題にして開催
しています。また、本部で開催される理事会、
評議員会･総会には理事（4名）、評議員（16名）、
参与（4名）の方が参加します。
　支部が実施する最大の行事は11月に開催する
支部総会･懇親会で、毎年150名程度が東京駅か
ら近いKKRホテル東京に集い、来賓として学
長、教授および理事長、常務理事に出席いただ
き、大学を取りまく話題を広く披露して頂いて
います。懇親会は単科会ごとに設置されたテー
ブルを囲み和やかに盛り上がります。残念なこ
とは“比較的”若い方々の出席が極度に少なく、
年々出席者総数が減少気味になっていることで
す。支部の課題は如何にして“比較的”若い方、
平成年度卒業生の参加を増やすかと言うことで
す。
　人脈は第一線の後半になるとますます重要性
が増し、第２の人生においては楽しみを倍増さ
せる重要な要素になりますが、必要と感じたと
きに短期間で構築できるものではありません。
同窓生との交流は利害関係のない美しい人脈を
構築できる一番の近道です。総会･懇親会はじ

東京支部　─活動の現況と課題、美しい人脈構築は最大の財産！─

小田征一郎（E36）支部長

1）東京支部が会員となっている八重洲倶楽部（東京駅八重洲地下街　℡：03-3275-0801）は、ロビーでの待ち合わせ、
娯楽室での囲碁、麻雀などで利用できます。有料会議室は会員２割引。利用時間は10時～ 22時、日曜祝日は休み。

め次に記す支部行
事への参加をお勧
めします。案内は
「ごきそ」および
工業会ホームペー
ジに掲載されま
す。

◆ごきそサロン：卒業生の方に大学、企業で研
究された事柄あるいは蓄積された経験談など
を、年２回八重洲倶楽部 で発表いただくサ
ロンです。中には深く探求された趣味のお話
もあり、未知の世界を知る楽しみが得られま
す。

◆エクスカーション：関東近郊の名所旧跡を日
帰りで探訪するもので、毎回大先輩の参加が
多くあり、比較的若い参加者からは“元気を
頂く”と言って好評を博しています。22年度
は5月15日（土）に観光バスで茨城県の「袋
田の滝」を訪ねる予定です。

◆東京棋友会：毎土曜日に八重洲倶楽部に集ま
り対局を楽しんでいます。年1回は九州工大
との対抗戦もおこなっています。

◆東京ゴルフ会：年４回、東京近郊のゴルフ場
に20名内外が集まり、コンペを開催していま
す。ここでも大先輩の方々の活躍が目立って
います。この10月には200回記念エクストラ
大会が開催されました。

記：藤井賢一（Ｄ36）



－ 6－

甲信越支部は新潟県、長野県、山梨県の３県に
て構成されています。
会員数：　会員数94名

（終身会員63名　正会員31名　甲信越
　　　　　在住卒業生351名）
支部役員： 支部長　：茅野正澄（長野県）
　　　　 副支部長：星野正三（新潟県）
　　　　 副支部長：若林俊樹（長野県）
  副支部長：佐藤昭夫（山梨県）
新潟県、長野県、山梨県の県代表が副支部長と
して各県の活動をまとめる仕組みとなっています。
支部としての定例活動：　支部総会の開催に併せ
て見学会及び懇親会を泊まりがけにて年１回実施
しています。昨年は2008年９月28日～29日：新潟
県直江津港に於いて、上越火力発電所建設地の
見学会、妙高市関温泉にて総会、懇親会を開催
致しました。総会出席者11名、来賓として本部よ
り篠田陽史理事長にご出席頂きました。
最近の話題：　平成19年度に支部長及び副支部
長が変更となりました。支部総会等への参加者を
増やすために新たな活動を模索しております。第１
弾として長野県にて毎年開催の小さな地方工業展
「諏訪工業メッセ」に母校ブースの誘致の検討を
開始しました。本年10月17日には支部総会前に工
業展の見学会を実施し、他大学の様子も参考に、
今後どの様な形で名古屋工業会支部・名古屋工業
大学・地方工業/商業団体との具体的な協力関係
が築けるか、その可能性を探ります。
支部としての懸案事項、支部活動を広げるための
工夫：　幾つかの懸案事項に対応しながら支部活
動を広げていきたいとたいと考えております。
１.　「新潟、長野、山梨の交通面での不便さが存
在する。」　
　当支部は３県にまたがり、物理的な配置が原因
となる交通の便の悪さという理由により、会員が
集うことの難しさを持っております。東北・九州他
同様の悩みをお持ちの支部もありますので、他支
部の活動も参考に、逆転の発想にて単独の県でな
い所が支部の良い特徴になるよう、即ち、幅広い（同
一地区でマンネリ化しない）見学会や懇親会の実
施が可能であることを未参加者にアピールしてい

甲信越支部　─支部紹介─

きたいと考え
ております。
２.　「比較的
若い層（40代
以下）の参画
が極端に少な
く、特に中規
模以上の企業
勤務者の支部活動への参加が殆ど無い。リタイア
された方、公務員、自営業者の率が高く、一般企
業勤務者の参加が低くなっている。甲信越地区か
らの新規卒業生が減少し、名古屋を中心とした東
海地区、東京大阪の大都市圏と比較しますと、活
動はどんどん沈滞化してきている。」
　支部の活性化を図るため、若い方 も々参加しや
すい活動を考えて参ります。大学及び本部の協力
を得ながら、今後新入会員の方たちにも、支部の
存在を強く認識していただき、非会員の方にも出
来るだけ門戸を広げて活動に参加していただける
環境を作り、その後会員として参画していただく
道を作ってまいります。具体的には、現役で仕事
をされている方（一般的な勤務時間に拘束される
という意味で）に参画していただく動機付けを考
え、名刺交換会のようなイベントにより、同窓生で
あることをきっかけに仕事の助けになる、または
新たなビジネスチャンスを生む機会となる等、有形
無形の利益となる事も模索してまいります。　
　また、甲信越支部のインターネット HPを簡単な
構成にて立ち上げ、本部及び他支部へのリンクを
張り、インターネット多用世代に支部活動の認知
及び積極的な参画のお願いを検討してまいります。
さらに、E-mail活用により在校生、新卒者、未加
入会員、支部の活動に参加していない会員へのメッ
セージ発信を容易にしてまいります。一方、若い方々
だけではなく、仕事に一区切りついて、新たな生
活パターンに入られる方に参画していただけるよう
な支部活動も平行して検討してまいります。
　甲信越３県内に在住の方で、まだ甲信越支部総
会等に参加されたことのない方、どうか気軽に一
度ご出席下さい。

記：茅野正澄（Ｋ55）
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　本支部は全県域をカバーしますが、静岡県は
東西160キロメートルと長く、浜松：西部、静岡：
中部、沼津：東部を中心として、それぞれの気
質も異なると言われています。本県での名古屋
工業会の会員数は、卒業生名簿によれば800名
弱が県内に在住されていますが、同窓会の案内
を出しているのは220名程度です。正、終身会
員は180名弱を数えますが、必ずしも同窓会案
内者とは合致していません。
　早くから諸先輩のご尽力により静岡支部は活
動しておりましたが、途中中断の後、思いの深
い先輩諸氏の後押しを受け、平成17年7月の総
会から新支部活動を再開し、年２回の事業を実
施し５年目を迎えました。支部長はC49卒の山
之上、副支部長は西部のEs49卒の藤井氏、事務
局長C52卒の玉木氏を主たる役員とし、東中西
の各地域にバランスよく役員を配置して運営し
ています。
　定例の活動として、第一は、定期総会を毎年
７月に県中部の静岡市内で開催しています。毎
回来賓として学長ならびに工業会理事長にご足
労いただき、総会の格を高めていただいていま
す。総会と懇親会の間には講演会を実施し、主
として各界でご活躍の同窓生に演者をお願いし
てタイムリーな話題提供をいただいています。
第二は、12月前後に開催するテクノフォーラム
です。この取り組みは、会員から推薦された２
名がそれぞれの専門とする分野での報告をして
いただくもので、若い会員が大いにこの会の主
旨をお汲みとりいただき、相互交流を楽しく実
感してもらうことを主たる目的としています。
そのため東部、西部で交互に開催し、場所も温
泉地などテクノフォーラム以外にも楽しめる
企画を心がけています。これまで西部４名、東
部２名の、6名の方に話題を提供していただき、
今年は東部で開催する予定にしています。
　支部の問題点・懸案事項は「会員の増強」で
すが、5年が経過し、毎回の参加者数が30名強
で推移していることです。案内発送数220名
（メール連絡はそのうち60名程度）のうち13 ～
15％が参加され、ほぼ当会の認知度は高まって
きたものと確信します。現役で役員として活動
することから、身の丈で当面運営していくつも

静岡支部　─今後の展望─

りです。財政的に
も、年間運営費は
会費と交付金を有
効に活用し、繰越
金が若干残る程度
です。
　今後当支部がさ
らに拡大・発展す
るためには「ひと・
もの・かね」に尽きるのではないでしょうか。
ＯＢが学生数を増やすため支援協力する私学の
学生向相談会を各地で開催することも視野に入
れる必要があるでしょう。静岡県は首都圏、中
京・関西圏に挟まれており人の動線は活発で、
今後学生を確保するためどうアピールするか、
サテライトオフィスを県内に設置していただ
き、大学と一体となり工業会が支援することも
一案でしょう。今後支部が拡大進化することは、
大学の生き残り作戦とも深く関与すると思いま
す。
　一方で、テクノフォーラムのような取り組み
を有効に活用して若い会員の着実な定着を図る
ことが必須で、日ごろからの情報交換などに時
間が割ける環境づくりを今後考えていきたい。
そのための経費については積極的に支給するこ
とも必要でありボランティアでは長続きしない
と思う。WEBを利用したホームページなども
試行していますが、管理者、経済上の問題も多々
あり、本格的に機能するに至っていないのが実
状で、今後の課題です。本部は大学との関係を
より密にし、大学の生き残り、発展をバックアッ
プするための具体的な方策を提示していただけ
れば、今後の工業会、支部の方向性もおのずと
見えてくるのではないでしょうか。　
　最後に、大学の独自性を発揮しながら、今風
の学生気質を考慮して、活発なクラブスポーツ
への支援も視野にいれ、強化のため他大学との
交流などで補完する体制も今後必要となるで
しょう。なぜなら伝統あるクラブは常に競争力
を保ち、結果を残すことで世間の耳目を集め、
さらには、これから志願する学生にも強烈なイ
ンパクトを与え、本学志望に大いに期待できる
と確信します。　　　記：山之上　誠（Ｃ49）

山之上誠（C49）支部長
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　平成20年４月より双友会（高分子：W）が幹
事を引受けて参りましたが平成22年３月迄の
間、工業会の最大支部としての活動状況につい
て申し述べます。

（１） 支部範囲
　支部範囲は、愛知県のうち、名古屋・春日井・
小牧・瀬戸・尾張旭・東海・北名古屋・清須・
知多・大府・豊明・日進・半田・常滑・弥富の
各市、豊山・長久手・三好・東浦・阿久比・武豊・
美浜・南知多・蟹江の各町、飛島村となっている。

（２） 支部会員状況
　関係卒業生は約12,300名との事ですが、正会
員数は年度会費納入者数と終身会員数で3,300
名（加入率約27％）と、毎年同様な状況となっ
ているので、各科で更なる会員増強を計りたい。

（３） 沿革
　過去の総会先については次の通りである。
名窯会Ｈ４年　中津川中核工業団地
　　　　５年　名古屋港水族館、名古屋港一周
名晶会　６年　安土城跡
　　　　７年　郡上八幡城
計測会　８年　各務原航空宇宙博物館
　　　　９年　長谷寺、室生寺
経友会　10年　彦根城
　　　　11年　浜名湖館山寺温泉
CEクラブ12年　上野フレックスホテル
　　　　13年　飯田観光ホテルよし乃亭
光鯱会　14年　彦根プリンセスホテル
　　　　15年　奈良ホテル
巴会　　16年　グランドホテル浜松
　　　　17年　名鉄犬山ホテル
電影会　18年　ホテル竹島
　　　　19年　遠鉄ホテル

名古屋支部　─支部の活動について─

市橋洋志（W40）支部長

双友会　20年　高山グリーンホテル瑞祥
　　　　21年　伊勢二見旅荘海の蝶

（４）支部組織
○CEクラブ（土木：C）
○光鯱会（建築：A）
○巴　会（機械・生産機械：M）
○電影会（電気･電子：E/ES）
○双友会（高分子：W）
○緑　会（工業化学・合成化学：D/G）
○名窯会（無機材料：Y）
○名晶会（金属：K）
○計測会（計測：F）
○経友会（経営：B）
○情友会（情報：J）
○翼　会（航空：Ⓚ）
○ＤＦ会（数学：Ⓢ）

となっている。

（５）主だった役員
　市橋洋志支部長（Ｗ40）、森川民雄幹事長
（Ｗ45）、沼田長之総務（Ｗ40）、高木幸治会計
（WH5）、山本勝宏庶務（WH6）、杉本英樹庶務
（WH6）のメンバーで取り仕切っている。
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平成21年度　名古屋支部総会（海の蝶）

（６）定例の活動
⑴名古屋支部総会と見学会（平成20年・21年9月）
⑵東海地区新年互礼会（平成21年・22年１月）
⑶工場見学研修会（平成21年・22年３月）
となっている。

（７）支部の問題点
　総会開催地については、近隣の地区は、ほと
んど出掛けており、今後の開催場所は、支部会
員の希望に添うよう努力すると共に参加人数の
増加を計る必要がある。

（８）支部の懸案事項
　各単科会とのコミュニケーションを取るた
め、どの様な方法でタッチ出来るかを考慮しな
ければならない。
　名簿管理及びホームページ、刊行物などは協
力出来るものは一緒に実施する事が出来れば、
よりよいものとなるであろう。

（９）名工大との関係
　各単科会の大学の先生方と一体となって新し
い研究発表を積極に進めて行きたい。

（10）将来像
　名古屋支部が工業会の中心として益々活動出
来る様にするには、工業会本部と一体となって、
新たな事業開催をはかり、新しいアイデアを
持って、会員並びに名工大在校生にアピール出
来る様にする必要があり、その為には、会員の
有する知識や経験を各種施策に活用、名工大と
の協力関係を進め、奨励金等の資金援助が必要
ではなかろうか。これ等によって、在校生・新
卒者・未加入会員に広く知らしめる事こそ、将
来の展望が見出せるのではないだろうか。

記：山本勝宏（Ｗ⑥）

平成20年度 名古屋工業会名古屋支部総会
（木下副学長挨拶）

平成21年東海地区新年互礼会（篠田理事長挨拶）

平成21年東海地区新年互礼会
（学長による恒例の“もちつき”の様子）
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（過去の参加状況、開
催希望曜日、共催行
事など）をお願いし、
回答者は95名。その
結果を参考にして、
平成7年1月開催の役
員会で、総会のあり
方を検討。特別講演、
ミニコンサートを共
催する、懇親会は立食式に変更することにしま
した。毎年の状況は『ごきそ』に掲載していま
すのでご覧のことと存じます。総会に参加して
楽しかったと思っていただけるよう心掛けてお
り、お蔭様で新旧入れ替りつつ50名前後の参加
者で開催しています。
《最近の話題》
　昨年10月に参加者25名で、三菱電機㈱稲沢製
作所の見学会を開催し、工場見学とエレベー
ター試験塔（いなざわ173.0ｍ）からの展望を
楽しみました。今後も会員各位の意向を踏まえ
て行事を計画します。
《問題点＆懸案事項》
　昨年4月の役員改選で19名の役員の内8名が新
任でした。参加者増加を喫緊の懸案事項として
支部活動の活性化を図っていきます。

３．総会参加のお願い！
　在校生、新卒者、未加入会員の皆様にも支部
総会に参加していただきたいと考えています。
会員の方の誘いが無くてもお気軽にお出掛け下
さい。楽しさを味わった上で、正会員になって
いただくことを期待しております。

記：玉田欽也（Ｗ32）

１．支部の概要
《支部の範囲》　一宮、愛西、江南、犬山、稲沢、
岩倉、津島の各市。丹羽郡、名古屋支部以外の
海部郡。
《支部の会員数》 正会員752名、非会員2150名　
合計2902人（2009/9/2現在）
《沿　革》　『ごきそ』№379（2001．9月号）一
宮支部特集号で紹介しました。昭和8年2月21日
からの金銭出納簿が残っており、76年余の歴史
があります。その後、平成14年6月に津島支部
より合併の申し出があり、本部に連絡。同年10
月26日の本部理事会で承認。同年12月7日の支
部役員会で『尾張支部』と改称し、今日に至っ
ています。
《支部組織》
　支部長＆本部理事　玉田欽也（Ｗ32）
　支部参事＆本部評議員　井上富夫（Ｄ28）
　　　　　　　　　　丹羽信男（Ｗ38）
　　　　　　　　　　服部重夫（Ｙ43）
　支部参事　　７名　魚住養正（Ｗ22）他
　支部幹事　　７名　小川勝彦（Ｋ35）他
　支部監事　　１名　　　　　合計　19名

２．定例の活動他
　役員会　２回、　総会＆懇親会　１回
《支部総会》
　前記支部特集号で昭和28年1月以降の「一宮
支部総会開催状況一覧表」を掲載しております。
昭和28年の参加者が74名、翌年からは20名～
50名余。しかし、昭和61年以降20名を切る状況
になり、平成元年には15名と憂慮すべき状況に
なりました。平成6年4月、小生が支部長に選任
され、当時の支部正会員200名余にアンケート

尾張支部　─支部活動の活性化を目指して─

玉田欽也（Ｗ32）支部長

平成20年度支部総会 ミニコンサート 平成20年度支部総会 記念撮影
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　愛知県の三河支部は、会員数約1300人を擁し、
日本のものづくりを代表する企業で活躍する卒
業生並びにOBの方々を中心に活動しています。
　この地域にはトヨタグループの大部分が拠点
を置き、多くの会員がトヨタ関連の企業で活躍
しています。
　現在の支部長は昭和51年機械工学科修士課程
卒業の森下洋司さんです。森下さんは㈱豊田自
動織機の常務役員で、現在、三河支部の運営業
務は㈱豊田自動織機の「職域」で担当していま
す。
　「職域」とは、三河支部の地域に拠点を置く
企業内の同窓会組織のことを言います。この地
区の企業25社に職域があり、三河支部の大部分
を構成しています。支部の組織構成（図１）は、
この「職域」の組織と、企業に属さない会員を
束ねる「地域組織」（たとえば刈谷市を地域と
して管理する組織）、支部長、支部幹事らで構
成しています。
　企業内の職域組織は企業をリタイヤしたOB
も職域会員として管理・フォローすることとし
ており、職域役員がその企業のOBに対して支
部活動の情報展開をしています。
　支部の主な活動は、名古屋工業大学の発展を
応援すること、会員相互の親睦を深めることを
主な狙いとし、①本部活動への参画②支部総
会③懇親会、講演会④懇親ゴルフコンペ⑤大
学への寄付金納付などを行っています。支部
総会では例年、理事長、学長をお招きして、我々
の活動について報告を行っています。
　例年、50名前後の出席があり、活動報告、
会計報告を行った後、付帯行事として講演会、
懇親会を行います。前回の講演会では日本交
通医学工学研究会　名城大学理工学部教授　
中野倫明先生をお招きし「高齢ドライバの運
転能力の診断と向上を目指して」という演題

三河支部　─支部紹介─

森下洋司（Ｍ51）支部長

でお話頂きまし
た。高齢者ドライ
バーの問題が議論
になるこの頃であ
り、松井学長はじ
め参加者の好評を
得ました。また懇
親会では、学長、
理事長のご祝辞を頂き、また飛び入りの挨拶も
あり、大いに盛り上がります。
　最後に、ピアノの伴奏で全員で校歌を合唱し、
クライマックスを迎えます。同窓の縁、一体感
を感じる瞬間です。また毎年秋に開催する支部
懇親ゴルフコンペは、職域役員を中心に30名前
後の参加で行っています。
　支部の課題は、会員増強と支部会員全体の
フォロー体制の確立と考えています。三河支部
の25の職域は支部会員の全体をカバーできてい
ません。また退職された方のフォローが十分で
ない職域もあります。職域でカバーできない会
員は地域役員がカバーする構想ですが、不十分
なのが実情です。これらの課題を解決し、さら
に力強く名古屋工業大学をサポートできる三河
支部になっていきたいと考えます。

記：松坂勝広（Ｄ61）
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川嶋　皆さんお忙しいところ、お集り頂きまして有
難うございます。本日は討論会形式で皆様のご経験
や、さらには名古屋工業会や大学へのご意見をいた
だき、会誌「ごきそ」を通じて発信しようというこ
とで場を設けさせていただきました。
　私は５年前まで名工大の教授をしており、またＶ
ＢＬ長や名古屋工業大学研究協力会の立ち上げにも
かかわった関係で、本日の司会を務めさせていただ
きます。工業会の会員と学生が繋がっていくために
はどうすればよいか、この会が少しでも役に立てば
と思います。今は世界も日本も不景気の真ただ中に
あり、今後の日本がどのように変化があるか気にな
るところです。名工大の役割も含めて卒業生の活性
化などを考えてみたいと思います。
　皆様のお仕事やご経験をうかがう前に工業会につ
いてのお話しを名古屋工業会常務理事の二杁さんか
らお願いできますか。

座 談 会座 談 会

DAZ A N K A I

企業創業の経験から
名工大・名古屋工業会の未来を考える

変化する工業会の役割

二杁　名古屋工業会とはどういうものか？簡単にい
えば全学同窓会であり、大学を出られた方で入会金
と会費を納めた人で構成される団体です。大阪工業
会といった地方の財団法人とは全く違い、名古屋工
業大学の卒業生と教職員及び学生からなる仲間の集
まりです。今まで仲良しクラブやロータリーのよう
な感覚でしたが、それではもったいない。せっかく
色々なところに卒業生が活躍されているのだから情
報交換の場にすればいいと思います。実社会の経験
を学生に伝えることで早く社会になじめたり、その
後の成功に繋がったりすることで学生支援になると
思います。ベンチャー的に企業を興そうとするとき
にも必ず力になれそうです。そういったことから工
業会を変えていきたいというのが私の思いです。
　今後は学生の支援から卒業生同士の支援へと広が

去る７月31日、名古屋工業会館サロンにて、名古屋工業大学ＯＢで企業創業経験のある皆様に集まっていただき、
ご経験を伺いました。お話はお仕事についてのエピソードから、さらに名古屋工業会と名古屋工業大学の将来への
ご意見へと広がり、大変有意義な会となりました。

参加者：　（司会）名工大名誉教授、㈲超音波材料診断研究所代表 川嶋紘一郎（Ｍ40）
㈱ＮＣＡＰ 代表取締役 冨岡達也（博士後期在籍）
㈱ワールドテック 代表取締役社長 寺倉修（Ｆ50）
㈱コネクティボ 代表取締役 平野智裕（EJ⑫）

㈲来栖川電算 取締役 山口陽平（Ｉ⑬）
産業戦略工学専攻教授、㈲梅テック 代表取締役社長 梅崎太造 

情報工学専攻博士後期課程 大浦圭一郎（Ｉ⑰）
名古屋工業会 常務理事 二杁幸夫（Ｋ39）

左端：梅崎氏から時計回り：平野氏、山口氏、寺倉氏、冨岡氏、二杁氏、大浦氏、川嶋氏
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ることを期待しております。この先、定年退職され
る方が大量に出てくると思われますが、その方々の
第二の人生、職業を考える機能が工業会に求められ
ております。そういう意味で本日の集まりは大変興
味深い企画だと思っています。

学生時代のアルバイト経験から起業へ

川嶋　では平野さんからお願いできますか。

平野　会社自体は10年目になり、名工大の電気情報
工学科出身です。父は地元の刈谷市の地方公務員で、
今年60歳の定年を迎えるサラリーマンの家庭に育ち
ました。親からいい大学に入れといわれ、いやいや
勉強をし、名工大になんとか入学しました。自分自
身で会社を興そうと思ったこともなかったのですが、
きっかけは大学一年生の夏に初めてアルバイトをし
たことです。地元のイベント設営のアルバイトに応
募して肉体労働で夏を過ごしました。その時、やぐ
らを組んだり椅子を並べたりしましたが、「こういう
のは自分に合っていないな、もっと得意な分野でお
金を稼ぎたい」と強く思ったんです。その夏は乗り
切ったのですが、次は得意な分野でと思いました。
　当時はパソコンに困っている人がいたり、インター
ネットも駆け出しの頃で接続に四苦八苦している時
代でした。いろんな所でパソコンの出張サポートに
呼ばれて、それが何か自分に合っているなと思いま
した。そうこうしているうちに色々と相談を受ける
ようになり、Java講師できる？とか、プログラム書
ける？とか、得意でないところまで相談されるよう
になりました。たまたま同期にJavaの得意な友人が
いたので、彼にこんな仕事してみない？と仕事を紹
介しているうちに徐々に仕事のためのチームという

感じになりました。
　自分も友人も大学院に進学を決めましたが、その
友人が大学院を卒業して一般企業に就職してしまう
とチームも解散になるなぁと考えるようになりまし
た。その頃はとても自由に仕事ができていました。
仕事の打合せだけ授業の合間や休日に出かけ、その
他は自由気ままに自宅や研究室を仕事場にしていま
した。このままの延長線上でルールも無く自由に働
けるライフスタイルというのは幸せだと考えました。
失敗した時が怖いとも思いましたが、たまたま自分
は大学院に進学しながらでしたので、いけるところ
までやってみて、だめだったら何食わぬ顔で戻って
「新卒です！」と主張すれば良いと、思い切って会社
を興しました。
　会社を興し信用力が高まり、いけるという感触が
でてきましたので、大学は休学し本腰を入れて会社
を運営することにしました。一緒にいた仲間も中途
半端なままでは来てもらえませんから、会社を整え
て仕事のある状態で正社員として迎えられるように
しました。今の会社で取締役の開発部長をやってい
る彦坂は大学の同期なのですが、彼を自分より半年
遅れで休学に巻き込んでしまいました。大学での研
究成果を会社にというのが理想でしたが、そこまで
いけず２年の休学期間を経て退学の道を選択しまし
た。彼も自分より半年遅れで退学し我が社に入社し
ました。現在では20名の社員でウェブのシステム開
発をメインとしている会社になりました。

川嶋　得意なところはどんなことですか？

平野　自分自身、元々大学に入る前、中学、高校か
らパソコン通信にかなり没頭しており、自分でホス
ト局を運営して電話番号も持って、会員も200名程集
めて、コンピュータを通じた人とのコミュニケーショ
ンがすごく好きでした。インターネットも大好きで、
大学１年の時に当時やっと家庭に引けるようになっ
たインターネット専用回線を引いて夢のようなサー
ビスだと思いながらアルバイト代をつぎ込み、仕事
とは関係なく人を集めてサービスしたいと思いなが
らやっていました。
　ウェブのシステムというのは苦労して開発したも
のが世界中の誰にも使ってもらえるということがす
ごく魅力的です。それが今ウェブに特化している理
由なのですが、人と繋がるコミュニケーションツー
ルを開発したいと考えています。

梅崎　ウェブ開発会社は今ものすごい数です。随分
前ですが経済産業省から頼まれITベンチャーのイ
エローページを作ろうということになった時、当時

平野 智裕（EJ⑫）㈱コネクティボ 代表取締役
H12 在学中に㈲ともクリエイティブ設立。
H20.4 株式会社化、社名変更。
Webシステム開発、サーバ・ネットワーク設計・構築・管理、
コンサルティング業務を実施。特にデザイン、使いやすいＵＩ
設計、大規模アクセスに耐るWebシステム構築等。
大学時代のアルバイト経験から一念発起して創業。
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85％位は潰れるのではないかと予想しましたが実は
90％に達しました。最初は各企業もウェブ事業に先
行投資するのですが、だんだん大手企業は内部に部
署を設けて外部に委託することがなくなってきたと
思うのです。今の業界はどうでしょうか。

平野　そうですね、立ち上げ当初はどうなるかわか
らないのに投資をしていただきましたが、現在は投
資に見合うバックを真剣に吟味してからとなりまし
た。会社を立ち上げて数年目からそういう状況です。
自分達の会社が生き残ってこられた要因の一つは、
お客さんの理想に沿うよう徹底したことです。また、
当社は直接エンドユーザーさんとではなくウェブ製
作会社さんと組んでいましたので、デザインやホー
ムページは作れてもシステムは作れないというお客
さんから継続して取引いただけました。あと自分は
ネットワークエンジニアなのでシステムの構築や保
守の面で生き残れたのではと思います。
　現在20人の社員の９割がエンジニアです。レスポ
ンスの早さ、融通の良さで大手と差別化できて、信
頼を得られてきたと考えています。

研究室の先端技術を社会へ

川嶋　それでは若い大浦さんに伺いたいと思います。
大浦さんはこれから起業するところですね。どのよ
うな形で進めようとお考えですか？

大浦　９月の頭くらいに会社を興す予定で所属研究
室の徳田教授、李准教授と相談しています。会社か
らは研究室の成果も含めて社会に出していきたいと
思います。最初は技術サポートの形で面談、メール、
電話での技術的なアドバイスが主になります。

川嶋　具体的なお仕事の内容を伺えますか。

大浦　研究室では音声分野で二つの大きなソフト
ウェアをオープンソースで、つまり、誰もが利用で
きる形で配布しています。音声合成という音声を出
力するシステムと音声を認識するシステムのソフト
ウェアです。携帯電話がニュースを読み上げたりバ
ス停がしゃべったり、音声を発生する技術です。
　ソフトはオープンですが、それだけで全てが完結
するものではなく、使いこなすためには音声技術に
関する知識が必要です。そのため企業や個人、研究
者の方から質問のメールをたくさんいただきます。
これに一つ一つ答えてゆくのは結構な重労働でして、
こうしたことを扱う会社を作った方がよいのではな
いかということになったわけです。
　共同研究も行っていますので研究室と会社の区分

けを決めなければいけません。相手の依頼によりこ
ちらが手を加えたり、提案する必要のあるものに関
しては共同研究でやり、会社は今後の１～２年は技
術サポートとして小さい企業からの相談にミーティ
ング等で応えてお金を戴こうと考えています。

川嶋　人間の耳は人の声を背景から選択しますが、
例えばこのマイクはノイズも拾ってしまいます。そ
ういったフィルタリングもするのですか？

大浦　はい、それも含めて雑音をきったりとか例え
ば掃除機の音を除いたりとかします。

川嶋　そうすると今一番使ってくれそうなのはどこ
でしょうか？

大浦　この座談会に来る前、共同研究のミーティン
グをしていましたが、この場合はお年寄り向けの携
帯電話のサービスです。例えば目の悪い方でもメー
ルを音声にして読んでもらえるとかで、これは音声
合成です。音声認識ですとカーナビゲーションシス
テムで運転中は手が塞がってしまうので、口で言っ
たことを聞き取ってくれるサービス等があります。

平野　ソフト自体はオープンソースなので自由に
使ってかまいません。ただうまく使えない方には有
料でサポートしますよということですか？

大浦　そんな感じです。

梅崎　私も専門は音声認識なのでわかるのですが、
音声の認識とか合成は精度をあげるのが難しいです
し、また組み込まれて使われるものですから非常に
安く大量に組み込まれないと難しいんです。また、
流れが非常に速いですので気をつけねばなりません。
大浦さんの研究室は技術がありますし、ご提案の形
態はうまくいくかもしれません。儲かるまでに少し

大浦 圭一郎（Ｉ⑰）情報工学専攻博士後期課程
現在、㈱テクノスピーチ創業準備中。
所属する徳田・李研究室で開発されたオープンソースのソフ
トウェアを基盤とした音声技術のサポート業務を実施予定。
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時間がかかると思いますし、当初の３年くらいは資
金を出してくれる人がいるといいですね。

中途退社で起業、企業OBネットワークを構築

寺倉　今お話を聞いていて思ったのは、世代が違う
というか私が古典的な部類であることです。ソフト
ウェアとかウェブと聞いてもなかなかすっと入って
こない、ギャップがあります。大学の時から起業を
考えるなども、理解が追いつきません。
　計測工学科を昭和50年に卒業しました。その後デ
ンソーに就職し30年近くおり、2005年の３月に独立
し会社登録をしました。３年もてば最高といわれ、
実際に９割は潰れて行きます。それはソフト関連で
なくてもそうですね。今は独立して４年半が経ちな
んとか３年をクリアしました。
　デンソーでは技術部で製品の開発・設計を行って
きました。製品といいましても車に搭載されるもの
です。一つ例を申し上げますとレクサスに今も搭載
されていますが、雨の時にその量を感知し、マイコ
ンを利用してインテリジェントに判断するセンサー
を設計しました。日本初でした。開発グループのリー
ダーだったのですが、このまま定年まで居ようとは
思っておらず周りにもいずれ独立するよといって、
皆はバカなことをと思っていたのですが、そろそろ
と思い独立しました。
　仕事の中身はデンソーでの仕事がベースになって
います。デンソーのOBが60名位おり、皆のスキルを
武器に製造業の技術的な支援を行っております。支
援の内容はものづくりの開発・企画から設計・品質
管理まで、つまり上流から下流まで全てが対象です。
研修などもしています。なぜこの仕事を選んだかと
いうと、現役の時はバリバリと働いていたのに定年
になった途端に元気が無くなってしまう方が結構い
ます。そういった方々に何かお役に立てることはな
いかと思ったことや、中堅企業を支援したりすると
ボトムアップにもなります。生き甲斐を与えること
ができ、大げさですが全体として製造業のレベルを
上げることができるのではないかと思ったからです。
　仕事で重要なのは情熱＝ウィル、スキル、時流＝
トレンドです。情熱がとても重要です。良いことな
んてそう続かないのです。後から後から問題が山積
しますが迂回ではなく、正面から突破しなければな
らないからです。もちろんスキルは必要です。もう
一つ、世の中のトレンドに合っていなければなりま
せん。時流とウィルとスキルが大切なのです。日本
中の中高年の方に生き甲斐と笑顔を実現するという
ビジョンを掲げてやっています。

アジアに進出、悪戦苦闘

川嶋　中国やアジアに進出していますか？

寺倉　最初はどこをターゲットにしようかと、国内
か海外か考えました。日本の企業は海外へ出て行く
のですが、技術的な問題から現地では重要な部品が
調達できないのです。中国などは当然のことで東南
アジア、ベトナムやマレーシアでも車の製造業はあ
るのですが、重要な機能部品は心配で買えないので
す。壊れてはいけないですから。ゆえにアジアのボ
トムを上げればきっと日系企業の役に立つだろうと
思い、じゃあ先ずアジアをターゲットにしよう、ニー
ズは一杯あるはずだと考えました。
　そこで一人ベトナムやマレーシアへ現地資本の企
業を調査に行きました。先ずジェトロにある企業リ
ストを元に各社へ「これからのあなたに役に立ちま
すから、興味ありますか」という趣旨の手紙を書き
ました。合計40社以上の企業や公的機関からウェル
カムの返事をもらい、社長達と会いました。そこで
気がついたところを指摘しますと、皆メモをとり、
ありがとうございましたとお礼をするので、これは
仕事になると思ってしまいました。これが素人の浅
はかさで、マレーシアや東南アジアなどは社長が全
て華僑の人なんですが、私など手の上で踊らされて
いるようなものです。契約書なんて只の紙切れで何
の役にもたちません。お金のかからないことはOKで
すが、かかるとなるとコロッと変わります。それに
気づくまでに半年以上かかりました。それを知って
から国内での技術支援にしました。

寺倉 修（Ｆ50）㈱ワールドテック 代表取締役社長
S53 ㈱デンソー入社 機能品技術部設計室室長、開発室室長、
車載製品の開発、設計。
H17 ㈱ワールドテック創業。                                
デンソーＯＢ技術集団で、技術支援、開発設計・品質・生産
技術等の技術課題を解決。
東大ものづくり経営研究センター統合型ものづくり研究会メン
バー。
著書：「『設計力』こそが品質を決める－デンソー品質を支え
るもう一つの力」（2009年日刊工業新聞社）
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二杁　「ワールドテック」を創業されたのは個人とし
てですか、それともデンソーが絡んでいますか？

寺倉　個人としてです。

二杁　60人の社員もご自分で集められたのですね。

寺倉　はい、出身企業におんぶにだっこでは独立で
はありません。すべて自分でするのが独立ですね。
しかしそれはとても大変で、お客様をつかまえるの
も苦労しました。初めは想像以上で、まるで武士の
商法でした。独立すること、お足をもらうというこ
とを理解するのには時間がかかりました。デンソー
では、お客様と打合せをして「では一月後にうかが
いましょう」となるのですが、一日一日が勝負にな
ります。お金が入ってきて商売ですから、そうでな
ければボランティアです。ＰＲにも苦労しました。

二杁　寺倉さんは自分がやってきた知識や経験を活
かしての独立ですが、一番の問題は知財の保護の問
題だと思います。いわゆる「ブーメラン現象」への
抵抗ですが、こうした面で困りませんでしたか？

寺倉　まだそこまではありませんが、言っても良い
レベルがあり、これ以上は言ってはいけないという
ところをわきまえています。本当のノウハウは言う
訳にはまいりません。それは30年間お世話になった
義理というものです。相手にとってはもの足りない
かもしれませんが、そこは割り切っております。

技術力と人のマネジメント力で勝負

川嶋　それでは次に山口さんの会社についてうかが
いたいと思います。

山口　私の場合は元々会社を始める前から私と同居
していた仲間２人でソフトウェアの開発をやってい
ました。一緒にいろんな所に仕事を探しに行ってチー
ムとしてやっているうちに、このチームはものすご
く生産力が高いのではないかと気づきました。最初
は下請けでしたが、だんだんと直接、お客様の会社
と仕事ができるようになってきたのです。実は最初
に会社を作った動機というのは税金対策でした。
　ソフトウェア開発がメインです。IPA（情報処理
推進機構）の未踏ソフトウェア創造事業に応募して
技術力を試したり、100人規模の開発をコントロール
する仕事の現場に３人で行って、100人のチームを如
何に効率的に動かすかといったこともしました。

川嶋　100人のプロジェクトを仕切らせてもらえると
いうことがあるのですか？

山口　そういう大きなプロジェクトには初めはなか
なか入れてもらえないのですが、そのプロジェクト
の最初２年はまったく成果がでていなかったようで、
３年目にどうにかして欲しいと話があったのです。
色々と調べているうちに勝算がありそうだというこ
とになり手がけることになったのです。
　効率の良い設計法といった技術の他に、人をコン
トロールする能力を駆使しました。例えばこの人を
説得するには誰を動かさなければいけないとか、ど
うやったら相手にしてもらえるか考えて、時には騒
いでみたり、組織の中でネックになる人を追及した
りなどの方法があります。邪道かもしれませんがそ
うやって立場の上の人に気に入られるなど、技術と
全く関係ないところで頑張りました。
　過去にうちで開発した大規模なソフトウェアの評
判が大手の家電メーカーに届いて導入を検討したい
という話が届いたりなど、技術と人をコントロール
する力の両方でこれまでやってきました。

川嶋　心理学を使った人間のマネジメントですね。

山口　何の後ろ盾も無いですし、年齢的にも若いの
でそうするしかないかなと。

川嶋　資料には、1000台のPCで処理するデータベー
スのことがありますが、そういったソフトウェアを
開発されているのですか。

山口　そうです。たとえばOracleというよくつかわ
れているデータベースをご存じと思いますが、それ
に匹敵するか、それ以上の性能のものを開発して、
使ってもらっています。Oracleでも1000台のPCをつ
なげて、ネットワークに分散した環境で動作させる
のは難しいのですが、うちではそういうことができ
るものを開発しました。グーグルがやっているよう
な仕事が、ちょっとした規模でできてしまいます。
グーグルと同時期の開発でした。
　うちは別にデータベースの専門ではなく、性能の
よいソフトウェアを効率よく開発するということで
やっています。たまたまデータベースにもそのやり
方を適用したら速いのができたのです。
　ニーズベースで仕事をしています。開発したもの
を販売するようなことはあまりやってなくて、お客
さんから開発の話がくると、それを一般化して他の
お客にも使ってもらえそうなものを作っておく、そ
んなやり方です。いろんな分野で種をまいておいて、
引き合いのあったものにアクションをおこそうとい
うわけです。会社があまり大きくないので一つに絞
らず、踏み出す方向を慎重に見定めています。
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川嶋　大きくしようと思いませんか？

山口　ぼちぼち大きくなればいいなと思います。難
しい仕事ばかりで簡単な仕事はきませんが、価格競
争がないので助かっています。

梅崎　請負と製品開発の割合はどれくらいですか？

山口　現在、７：３くらいです。昨年まで仕事がた
くさん来ていてほぼ10割が請負でしたが、その中で
もいくらでも面白い開発ができますから、独自の開
発が含まれています。それを入れれば５：５になる
かもしれません。

梅崎　色々なベンチャーを見ていますが、最初はお
金や仕事をくれる相手がいて取り敢えずやっていけ
ても、研究・開発が後にずれていきます。ここを上
手にコントロールしないといけません。お客さんの
要求を取り込むだけでは難しくないですか。

山口　色々なお客さんから引き合いがありますが、
最初に注目されたもの以外のことが商売になったり
します。データベースのことでプレゼンテーション
に行ったら「面白いことをやっているね」と別の話
になったりします。タマは多い方がいいと思います。

川嶋　楽しみですね。新しい商品の研究・開発で苦
労しながら仕事が広がっていきますから。

梅崎　正社員は何人ですか？

山口　正社員５人、アルバイトが15人程です。これ
からもアルバイトから正社員をとっていきたいと
思っています。

川嶋　ソフトウェアではアルバイトからよい才能を

持つ方を正社員にしてゆくことができるのですね。

山口　ある程度才能があれば、アルバイトとして雇
い、育てます。そのための投資は惜しみません。う
ちでアルバイトとしてつとめた人なら、他社ならリー
ダーとしてやっていけると思っています。

川嶋　先ほど大きなチームをコントロールするお話
がありましたが、社内の人についてもそういったこ
とを大事にしてみえるわけですね。

退職後、新しい分野に挑戦

では、次に冨岡さんのお話を聞かせてください。

冨岡　皆さんのお話を聞いていても私だけちょっと
違うのですが。私は40年近くサラリーマンをし、リ
タイヤした後は安定した老後を送ろうかとのんびり
していました。皆さんからみればお遊びのように思
われるかもしれません。私が何故このようなことを
始めたかというところからお話ししたいと思います。
　私は外国との交流団体（The Friendship　Force 
International）で役員をしていて、そこに仲の良い
ニュージーランド人の友達がいます。彼は心臓バイ
パス手術を受ける大変な手術を受けたのですが、回
復した途端、私より15歳も上なのに車を運転してア
フリカ横断、ヨーロッパ縦断するなど、すごいエネ
ルギーの持ち主です。私も老け込んではいられない
と思っていたところへ台湾に工場を建てる話があり、
日本・台湾・ロシアと共同でやろうとなったんです。
しかしこれが空中分解してしまいました。
　やれやれと思っていたところ、友人の紹介で東海
ものづくり創生協議会・東海ナノプロセス・マテリ
アル研究会の実働グループ、ナノ粒子マニピュレー
ションコンソーシアムに顔を出していたのです。名
工大の高橋実理事が世話をされていたものです。そ
こではいくつかのセッションに分かれ、参加者がめ
いめいプロジェクトテーマを出し合い、その中から
コンソーシアムを組んで推進できるテーマの選定を
議論したのです。私どものクループは、名工大の藤
教授の提案テーマを共同で推進することになり、数
社が参加してスタートしました。ところが気がつい
たら私一人になってしまいました。そのまま、諦め
るのも癪だったのでその後２年程、手弁当で名工大
のセラ研に通いました。これを高橋理事に開発代表
者になっていただいてJST（科学技術振興機構）に
提案したところ採択となったわけです。
　それまでもそうですが、何度も投げ出そうかと思
う度に、不思議と何がしか進展があって、そういう
ことを２～３回繰り返した後、なんとかなるかとい

山口 陽平（Ｉ⑬）㈲来栖川電算取締役
名工大情報工学専攻博士後期課程在籍中。
H15　㈲来栖川電算を在籍中に友人２名と創業。ソフトウェア
開発請負、技術支援を実施。開発した基盤ソフトウェア（仮
想マシン・データベース・コンパイラなど）が注目されてきた。
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う段階に来たので去年の８月に会社をつくりました。
実際には生産段階にはまだ進んでおりません。
　私は鉄鋼会社からセラミックスという異質の世界
へきましたので、まるっきり感覚が違います。セラ
ミックスなど、鉄鋼材料中においては不純物なわけ
ですから。とても苦労をしましたが、昨年おもしろ
そうだと協力してくれる会社が現れました。機械製
造のメーカーで場所と人的支援をしても良いという
会社です。やっとこれからという段階です。皆さん
のように現実の商売をしている段階ではありません。

川嶋　炭酸カルシウム中空粒子の製造技術というこ
とですが、どのようなところに使えるのでしょうか？

冨岡　例えばこの紙には炭酸カルシウムが一杯入っ
ていますし、身の回りにいっぱい使われています。
中空にすれば軽くなるということもあります。また
空洞なので中にものが入れられたり、全く別次元の
材料になります。粒子を構成しているのがナノスケー
ルの粒子で、粒子と粒子の間に微細な穴があいてい
ますから、内部に入れたものを徐々に出してゆくと
いったこともできます。ＤＤＳなどはその１つです。
熱が伝わりにくくなるので断熱材や、光が透過しに
くくなるので薄くしても透けないものができるなど
の効果が期待できます。そうすると用途はたくさん
あるなということになったわけです。ようやくお客
さんからも注目していただいて一緒にサンプルを作
りながら、この先を探っています。

二杁　特にねらっている用途とかありますか？

冨岡　とりあえず紙とか塗料、インクとかを考えて
います。それと今セラ研で始めているのが酸化亜鉛
のナノチューブです。これは蛍光材料とか紫外線カッ
トといった別の用途が期待されています。またナノ
サイズの粒子を作っていくとおもしろい材料が一杯
でてきます。あるサイズ以下になると可視光に対し
て透明になります。紫外線はカットするが熱は通す
といった新しい用途ができます。

梅崎　現在の売上はどうですか？

冨岡　今はサンプルを作ってそれを売っている段階
で、助成金でなんとかというところです。

二杁　冨岡さんは定年まで鉄鋼でしょ？そこから全
く違うセラミックス分野へ思い切りましたね。

冨岡　いえ、思い切ったとは思っていません。たま
たまチャンスに恵まれたというところです。私は皆
さんのように大きな動機を持ってこれをやってやろ
うという感じではありませんでした。

二杁　我々も卒業生の中にはこういう方もいるだろ
うと思っていました。チャンスは全然違う方向から
やって来ることもあります。

大学の研究成果を社会へ還元

川嶋　司会をさせていただいておりますが、私も会
社をやっておりまして、自身の話をすこしさせてい
ただきたいと思います。
　５年前に名工大を退職したのですが、1998年から
科学研究費補助金をいただいて非線形超音波を使っ
た非破壊検査の研究をしております。普通の超音波
は、音響インピーダンスの境目を見ています。しかし、
それですと金属中の不純物などは音響インピーダン
スに違いが少ないため観察できません。たとえば原
子力発電所で問題になる金属中の密着した亀裂など
では、ほとんど音響インピーダンスに差がなく、検
出が困難です。それを解決する方法として非線形超
音波という方法を研究してきました。科研費のプロ
ジェクトなどで開発を続けてきたのです。
　私は年金もありますから、役に立つ研究ができれ
ばよいと思いながら企業の形にして続けています。
企業にしてこれで５年目になりますが、最初の３年
は経済産業省の外郭団体で原子力安全基盤機構から
の資金をいただいて原子力発電所の安全運用につい
ての基礎研究をさせてもらいました。その後も原子
力安全・保安院からの委託研究を続けさせてもらっ
ています。建設後30年ほどになる発電所がいくつか
あって、これからも増えてきますから、これをいか

冨岡 達也　㈱ＮＣＡＰ代表取締役
未来材料創成工学専攻博士後期課程在籍中
S38 関東製鋼（現大同特殊鋼）入社、H12退職。
H14 東海ものづくり創生協議会 ナノ粒子マニピュレーションコ
ンソ参画。
H17-20 JST大学発ベンチャー創出推進テーマ「炭酸カルシウ
ム中空粒子の量産技術開発」（代表:高橋理事）を推進
H20 株式会社NCAPを設立。炭酸カルシウム中空粒子の製
造技術開発を行う。現在量産へ準備中。
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に安全に使うかということが課題です。
　利益を出すということになっておらず、冨岡さん
と同じように、助成金をもらって研究しているとこ
ろです。文科省は退職するとあまり関係がなくなり
ますが、経産省などは退職した人間の小さな会社に
も研究費を出してくれるということで、国も変わっ
てきたなと感じています。

寺倉　超音波を使うのは非破壊検査と思いますが、
アコースティックエミッション（ＡＥ）というのと
はどう違うのでしょうか。

川嶋　ＡＥはパッシブ、受動的です。内部で亀裂が
発生するときに起きる振動をキャッチするのですが、
音が発生するのを待っている必要があります。超音
波は強制的に波を入れてその反射波を解析します。

寺倉　内部破壊が起きる前に、起きそうだというこ
とが分かるのですか？

川嶋　起こらなくても、どこかおかしいところがあ
れば、分かるのが最大の違いです。

第二現役のためのネットワークへ

冨岡　私は山口さんのように自分で育てる必要はな
く、ある程度のスキルを持った人ならかなり役に立
ちます。ですからＯＢの方に声を掛けようと思いま
すが、これからそういう方がいっぱい出てきます。

二杁　そういった人材はこれから大学でもたくさん
必要だと思います。でもどこにいるかわからないと
声を掛けられません。卒業生名簿だけでなく、経歴、
特技がわからないと声を掛けられないのです。

冨岡　私も昔のチャンネルがメインです。

二杁　人材バンクのように登録してもらえればと思
いますが、若い人達が協力してくれるでしょうか。

川嶋　それは定年退職が近くなってこれからどうし
ようか考える50代になってからで、若い人は必要な
いと思います。

山口　ここ数年、勉強会が流行っています。身の回
りでも数々の勉強会があって、そこにコミュニティ
ができます。そこで話をするといろいろ教えてくれ
ます。そういったコミュニティを持つとよいのでは。
　異業種交流会にも行きますが、まだそんなことし
ているのという人がいたりして、そういうところで
少し話をすると仕事に結びつくこともあります。

川嶋　中小企業庁が第二現役のための仕組みをつ
くったりしていますね。

二杁　実務型教員として第二部で講義していただく
人材を募った時も、この中小企業庁のマッチングの
話を意識していました。

寺倉　その人がどういう仕事をしてきたかわからな
いと上手くいきません。ある時期やっていたとして
も今それができるのかわかりませんし、キャリアを
全部聞かせていただかないと判断がつきません。
　県などの人材バンクで登録された方がＰＲする会
を聞きに行ったことがあります。数十名のそうそう
たるキャリアの皆さんでした。ところが、この人材
バンクでのマッチング成功実績がゼロだというんで
す。過去の経歴だけではなかなか活躍できません。

二杁　名刺から肩書きが消えても個人としての能力
が発揮できるという意識を持たないと駄目というこ
とでしょうか。

寺倉　まさにそうです。過去の肩書きでやろうと思っ
たら大抵うまくいかないし、決裂もよくあります。

川嶋　さて、一通りお話を聞きました。では次に大
学や工業会についても伺いたいと思います。

名古屋工業会、会誌へ一言

二杁　手元にお配りした「ごきそ」は工業会の会誌
です。総会の資料を掲載したり、毎年の新入生に３・
４月号を配るのですが「先輩からの一言」を特集し
たものがあります。

寺倉　これは隔月発行ですが楽しみにしています。

川嶋紘一郎（M40）名古屋工業大学名誉教授
㈲超音波材料診断研究所代表

S51- 名工大教員、H11-13 VBL長、H16年3月 名工大退職。
H16年7月 ㈲超音波材料診断研究所設立。
同研究所では超音波を用いた工業材料内部及び表面直下の異
常部の非破壊検査・評価に関する技術開発に従事。
経済産業省原子力安全・保安院，(独)原子力安全基盤機構等
からの受託研究を実施。
著書：「ものづくりのための超音波非破壊検評価・検査」（養
賢堂2009），「非破壊検査工学最前線」（共立出版2009）
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最近は特に楽しく読ませていただいています。

川嶋　思い出話ばかりでなく、大学が今どうなって
いるのかＯＢとして知りたいのではないでしょうか。

二杁　ただ同窓会ですから「おっーあいつまだ生き
ておるか」といったのも残しておかないといけない
と思います。大学の情報誌ではないぞという人もい
らっしゃるのではないかと、心配もしています。

寺倉　大学の写真が載っていますと今はこんな建物
になっているのかとわかります。近くであってもな
かなか用事がないと来られません。

二杁　是非、投稿をお願いしたいのです。例えば「こ
んな所でこんな苦労をした」なんて内容はどうでしょ
うか。投稿規定もたまに掲載されています。

平野　会員の比率はどのくらいですか？

二杁　現在23％位で年々上がってきています。会員
数は増えても卒業生自体が増えますから、比率はな
かなか上がりません。東工大は３割いっています。

寺倉　なぜ皆さん入られないのでしょうか、不思議
な気がします。

名工大在校生へメッセージ

川嶋　大学の在学生に対して言っておきたいことが
ありましたらお願いします。

平野　社会人になって社員を抱えると日銭を稼がな
くてはならず、やりたいこともできず一日があっと
いう間に終わってしまいます。時間がある学生のと
きにはその時間をフルに活用して人的ネットワーク
を築くとよいと思います。アルバイトで時間をつぶ
したり、卒業を目的にするのはもったいないです。

山口　大学ではこんなことどんな役に立つのか、と
いうこともありましたが、とにかく勉強しておいた
方がいいし、いろんなところに行って目立つことを
していればその内に声がかかります。好きでなくて
もやってみたら意外と楽しいなんてよくあることで
すので、面白そうだったらトコトンやってみたらい
いと思います。

平野　山口さんは勉強しておいた方がよいと言いま
したが、僕は対照的に勉強が好きではなくて単位も
ギリギリでした。ただ自分が好きなことに対しては
目標に達するために打ち込んできました。

川嶋　知的好奇心がどれだけあるか。興味がわいた
らその後、どこまでもやる意欲があるかですね。

山口　うちの会社だと、新しいことを一週間で覚え
て臨機応変に対応しろ、と言っています。やったこ
とが無くてもお客さんには出来ますと答えて一週間
猛勉強したりします。そういうことをしていると相
手の反応も速いですし、楽しいんです。

川嶋　会社ではわからんなどと絶対にいってはいけ
ないし、そういう図々しさも必要ですね。

山口　自分の場合は学んだことと仕事が直結してい
ましたので続いたのだと思います。最適化コンパイ
ラやデータベースの話がきた時は、こんなの大丈夫？
出来るのかなと思ったのですが、実際に実験して、
計測していると段々面白くなってきて、いけそうだ
となってくるんです。

梅崎　そういう面白さに在学中に出会えれば一番い
いのですが。

寺倉　いま聞いていて目標を持ってやるのは重要だ
なと思い、自分を振り返って大いに反省しています。
私は学生の頃は皆がサラリーマンになるからとか、
皆がこうだからと流されてきてしまいました。今の
学生に何か言うとしたら、人生は長いようで短いの
で、本当に何をしたいのか、四年の間に目的を持っ
て考えるというのが重要だと思います。
　もう一つ、自分で決めてやることです。人生のコッ
クピットで操縦桿を握るのは自分です。私を振り返
ると、周りの環境に左右されて自分で選択する方向
が狭かったと思います。自分で決めたようにみえて
も直接、間接に周りに決められたと思います。
　10年後、20年後のマイルストーンを決めていると
いないのとでは、30年後にあるべき姿は全然変わっ
ています。大学の教育はハードだけでなく心の在り
方を考える教育も必要だと思います。

梅崎　今の子は小学生の時から、親にレールを引か
れて、生活もいつもめんどうを見てもらい、自宅か
ら通っていますから、子供のときからの生活習慣が
大学生になってもまったく変わっていません。私は
集団生活が結構大事だと思っています。そうったこ
ともないと精神的に強くなりません。戦争がよいと
は思いませんが、韓国の留学生が徴兵に出て戻った
後の変化には驚きます。今の日本の子ども達は何か
言うと「僕出来ません」となります。

寺倉　「出来ません」と答える方は企業では歓迎され
ませんし、集団生活も必須です。学生に言いたいこ
とでは二つあります。まず自分の人生は自分で決め
ること、もう一つはサラリーマンになるなら勉強よ
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りも重要なものにコミュニケーション能力や人の和
に入って行けるかどうか、人間的に魅力があるかど
うかです。私も前の会社で多くの人と付き合ってき
ましたが、仕事が出来る人は人柄とか人間性が大き
く影響しているのは間違いありません。
　会社に入ると個人で出来ることなんて殆どなく、
何人かのチームでプレーすることになります。総力
でいいアウトプットを出すには人間力が重要です。

川嶋　イスラエルのキブツでは小さい頃から集団生
活をやらせていますし。

コミュニケーション力、プレゼンテーション力、そ
して目的意識

寺倉　設計者に求められるのはお金儲けです。それ
にはお客さんとコミュニケ－ションが取れなければ
なりません。こんなにすごいことをやっているんで
すよというプレゼンテーションで安心してもらわね
ば設計者は務まりません。

梅崎　私の担当している大学院もプレゼンテーショ
ンがとても厳しく、それで辞めていく人もいるくら
いです。今までエンジニアが社長になるのは少なかっ
たですね。技術はあるけれど金儲けは経営者で、しゃ
べるのは下手だけれど、仕事はデキルと。最近は変
わってきています。そういった才能のある技術者が
経営者になることが増えています。

冨岡　私の世代がそうでした。仕事をやっていれば
いいと。

寺倉　デンソーでは設計の仕事の半分は営業だと思
いなさいと言われていましたが、お客さんのところ

へ行って自分のやっていることを説明できないと仕
事になりません。デンソーでもプレゼンテーション
は厳しかったです。

梅崎　技術者は10仕事をしても１しかしゃべれない
といわれたりします。文系出身者は学生時代は遊ん
でいたけれど、１やったことを10しゃべります。だ
から今の学生には10やったら10しゃべるように言っ
ています。

寺倉　技術者というのはハッタリが言えないのです。
心配な時には大丈夫ですとなかなか言えません。

冨岡　私達はまさに逆でした。自信が無かったらしゃ
べるなという世代で育ちました。なのにプレゼンし
なければならない立場になりオタオタしました。プ
レゼンテーションがいかに大事かというのは、ある
程度のレベルになると身につまされます。もう一つ
思ったのはコミュニケーションの大切さで、この能
力が無いと情報も入ってきません。

二杁　東南アジアの工場で現地の人を見ると、目の
色と目標意識が我々がかつて歩んだ道みたいです。
先ほど寺倉さんも言われた、目標や目的は自分の手
が届きそうにないところにおいて、そこに早く行く
んだという気持ちが大切です。僕らの頃は早くパブ
リカ（乗用車）が欲しかったですよ。最近の人は恵
まれすぎて何でも手に届き易いかもしれません。東
南アジアの連中は相当ガツガツしていますが、今の
日本人はガツガツさに欠けています。

川嶋　では若い方、反論をどうぞ。

大浦　いえ特にないです。（笑）

梅崎　会社を作ったことを公にさえすれば連絡が来
て仕事が貰えると思ったら大間違いです。私は東京
に行った時には一日に少なくとも３社まわるという
ノルマを決めています。目標意識とか目的意識が大
事だと思います。

寺倉　志は高くといいますし、目標は高いことが重
要です。前の会社の話になりますが、製品開発をス
タートする時のコンセプトに「それは世界一か？」
というのがあります。こじつけでも良いから世界一
となる構築をしなければなりません。結果は別とし
て目標を高く掲げ、一年後や五年後の売り上げを設
定することで行動も伴っていくのだと思います。目
標が低ければ行動もそれに合わせてしまうでしょう。

名工大、名古屋工業会の未来へ

梅崎 太造　名古屋工業大学教授
　　　　　 ㈲梅テック代表取締役社長
S59 豊橋技術科学大学博士前期課程修了
S62 名古屋大学博士後期課程満期退学
専門は音声・画像情報処理工学、福祉デザイン工学。視聴覚
障害児用の発話訓練装置、指紋照合装置などを開発、販売。
H20科学技術政策担当大臣賞
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川嶋　最後に大学と工業会に言っておきたいことは
ありませんか。

平野　自分もこういう機会がなければ工業会がどう
いうものかも知りませんでした。また皆さんとも知
り合えましたし、勉強会の実施もその一つです。あ
と電子メールとか使うことでコストをかけずにフォ
ローする体制を作ることで勉強会の案内もでき、寄
稿もどんどん集めることも出来るのではと思います。

二杁　今いろんな大学で動き始めており、海外では
既に始まっている終身アドレスという制度を大学側
に働きかけています。皆さんアドレスを持っていま
すが、それを終身アドレスにして頂いてどこに動い
ても転送されて届くようにすればいいのです。生協
のカードを卒業後もそのまま社会で使える工業会
カードに切り替えてもらうというのは一つのアイデ
アです。そうするとカード会社に行き先を全て辿っ
てもらえてよいのではないかと思います。

山口　運用がネックになりますね。

川嶋　大学は卒業したら終わりだと思われています
が、大学と工業会がネットワークを組んで窓口にな
れたらと思います。在学生だけでなく卒業生に対し
てもサポートしていく必要があります。

二杁　会社で係長になる一番忙しい時期に同窓会が
パッと頭に浮かぶようでないといけないでしょう。
今は部長とか定年間近にならないと思い出しません。

川嶋　どこの会社で、こんな役職になっているとい
うようなことが見えれば、アクセスし易くすく、名
工大の卒業生という信用もありますから利用できる
のではないでしょうか。もちろん、情報管理のしく

みが必要です。

二杁　知りたい人が繋がる。いずれにしても工業会
が何をやっているか見えないといけません。

平野　本当に見えないですし、工業会といわれても
場所すら知りませんでした。

二杁　大学本部の中に同窓会が無いのは本当はおか
しいのではないでしょうか。

川嶋　大学側には卒業生まで含めて大学であるとい
う意識が必要でしょう。

大学の役割、卒業生の責任

寺倉　卒業生にとって大学は母校であり、誇れる大
学であって欲しいのです。世の中に問える大学、や
はり知識であると思います。知識で誇れる大学にな
れるよう取り組んでもらいたいです。

梅崎　研究では随分誇れるようになりました。

寺倉　サイエンスとエンジニアリングのどっちを向
いていくのか、または間をとるのか私にもよく分か
りません。

川嶋　名工大はエンジニアリング指向になるのでは
ないでしょうか。ある程度旗印や役割をハッキリさ
せないと、少人数の大学であれもこれもは無理です。
それと産業界にいかに役立っているか、働いている
卒業生にかかっています。

二杁　つまり卒業生が頑張らなければなりません。
大学にどうして欲しいよりも大切なことは、卒業生
が名工大にどう貢献するかです。例えば還暦祝いで
同窓会をしたらその会費の１割を大学に寄附すると
か、自分達だけ楽しむのはいけません。

寺倉　年に１万円位の寄附があってもいいのでは。

二杁　大学への寄附は損金になるんでしょうか。

川嶋　損金扱いになります。今年の年収が多いなと
思ったら早めに寄附考えてください。

寺倉　高校の同窓会の案内には寄附の振込用紙が入っ
ていますが、大学もそうしたらいいと思います。私も
何回かに１回は最低金額ながら寄附をしています。

川嶋　それはやっぱり大学側が卒業生を大切にする
意識があってこそです。

二杁　工業会もまじめにやる必要があるでしょう。
創立100周年とかなんとかでド～ンと集めるのは大変
です。ちょっとずつでいいから毎年集めることを考

二杁 幸夫（Ｋ39）名古屋工業会常務理事
S39 ㈱富士製鉄（現㈱新日鉄）入社
H4-7 中部経済連合会技術部長、H7 ㈱新日鉄退職
H7-21 ㈱岡島パイプ製作所専務取締役
H16- 名古屋工業会理事
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えたいと思います。

キーステーションとしての大学へ

平野　卒業した後は大学の活用方法が分からなかっ
たり、学生証も使えなくなりセキュリティーも厳重
になって大学から拒否されいるような感じがします。

川嶋　私もなっていますが34万円払って大学の共同
研究員となれば準職員扱いとなります。図書館でも
指定された研究室でも入ることができますよ。

平野　34万円という例はちょっと。

川嶋　そのくらいは会社の必要経費と思って。

二杁　図書館はそんなことしなくてもオープンです
が、そういうことが周知されているかが問題です。

川嶋　就職の話もそうですが、名工大に相談にいっ
たら多少はサポートがあればいいのですが。

二杁　大学と卒業生のネットワークを密にするには
どうしたらよいかという議論は大学側にもあります。
今後そういう整備が進んでいくと思います。

川嶋　経験を活かしたいと思った時に、大学がキー
ステーションになってくれたらいいのですがね。

梅崎　工業会で同期の集まりや会合を飲み会でおこ
なったら、どうでしょう。親近感が持てるのでは。

二杁　今の工業会は本当に自転車操業でやっていて、
何十周年での資金が底をついたら次の何十周年とい
う感じですから、逆ですね。

平野　「ごきそ」ですが、紙で発行しているのをメー
ルニュースだとかにして卒業生に送ってはどうで
しょう。隔月の会誌をただ電子化するのではなく、
付加価値をプラスできないかということです。例え
ば一通のメールに一件の広告を配信し、その広告は
OBの人しか載せられないとかすれば発行部数がある
ので、相当な反響があるのではないでしょうか。

二杁　この間の委員会でSNS（ソーシャルネットワー
クサービス）をホームページに導入して賑やかにし
たらどうかという議論が始まったばかりです。

平野　工業会のホームページにＳＮＳがあれば、卒
業生が気軽に入会できてその中でＯＢの先輩達と知
りあえる機会があることが広まれば、営業で困って
いる人とかの利用もあると思います。名工大の方だ
と素性がわかっていますのでいいと思います。

川嶋　優秀な若い人に知恵を貸してもらいましょう。

平野　大学でオープンキャンパスを週末などに開い
てはどうでしょう。社会人で勉強したい方がいると
思います。

川嶋　大学では高校生にはオープンキャンパスを
やっていますが、社会人はやはり意識がちがいます
し、社会人相手のオープンキャンパスのニーズもあ
るかもしれませんね。

二杁　名工大に優秀な高校生を集めることが大事で
すが、そのためには名工大はこんな大学ですよと分
からせなくてはなりません。大学はそういったこと
が得意ではありませんが、今年の入学式では父兄に
こんな人がいることを知ってもらおうと有名な会社
のトップを呼んで講演をして頂きました。営業活動
としてはまだまだですが、いろんな所に名工大の名
前をだしております。それに比べて工業会は全然で
きていません。そうしますとやはり先輩ＯＢのネッ
トワークが必要になります。

おわりに

川嶋　時間も押してきましたので、最後に一言あり
ましたらお願いします。

寺倉　先ほどから出ています名古屋工業会の人脈が、
シンクタンクとして社会のためになるように活用し
てもらいたいです。なかよしクラブでは中々参加し
てもらえないでしょう。

冨岡　私のようなものづくりのベンチャーから見る
とすごく困ることがあります。こういった技術を持っ
た方のアドバイスを受けたいと思うことが多々あり
ます。ところが、優秀な技術者がいてもなかなかそ
の人に辿りつけないのです。そういった時に名古屋
工業会を通して相談できれば、そこに交流が生まれ
てとても素晴らしいと思います。

二杁　産学官連携センターはそういうチャネルの一
つです。それを名古屋工業会がやるべきかどうかわ
かりませんがチャンネルは必要です。大学のシーズ
を用いること以外に、会員同士の情報交換で解決で
きることがかなりありそうです。そこを工業会でや
る必要があるのかもしれません。

川嶋　それでは時間となりました。お仕事のお話か
ら、大学や工業会の役割へのご意見にわたり、大変
意義深いお話を伺うことができました。こうしたご
意見が大学、工業会を変えてゆくと思います。本日
はありがとうございました。

（編集 犬塚）
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１．はじめに
　写真１は、自身が学生時代、研究室に配属にな
る前の春休みの写真です。親友たちと西表島でカ
ヌーやサイクリング、ジャングル探検したときのワン
ショットです。学生時代は、ワンダーフォーゲル部
でよく山登りをしました。現在では、これらの友人
も世界を駆け回っていまして、なかなか逢えないの
ですが、逢えますと今でも昔に戻った気がして悩み
などもふっ飛びます。
　さて、私は成功もしましたが、誰もやったことが
ない新しいテーマに取組むことが多かったので、失
敗や挫折も多く経験しました。挫折の連続だったと
思います。高い志を持っていないと小さな失敗でも
挫けてしまいます。 心技体、これらのバランスが
たいへん重要です。挫けそうなとき、マッカーサー
元帥が座右の銘としていたサミエル・ウルマンの 『青
春（Youth）』の詩を読むようにしています。この詩
は、昭和天皇がマッカーサー元帥を訪問したときに
壁に貼られていた詩で、マッカーサーの友人の大学
教授から送られたものだそうです。この詩に興味を
もたれましたら、『 マッカーサー、青春、Youth…』
で検索してみてください。
　社会人になってしばらくしてからからも、３年間、
母校である名工大大学院の博士後期課程で、お世
話になりました。このときの研究テーマは、自動車
用補助暖房装置『ビスカスヒータ』の実用化に関連
するものでした。このヒータは、回転円板の両面の
狭い隙間に高粘度シリコンオイルが封入されており、
流体摩擦で熱を発生させます。ウォータージャケッ

トを有しており、流体
摩擦熱をエンジン冷却
水（LLC）に熱伝達し、
LLCを迅速に温めるこ
とができます。また、
このヒータはエンジン
によりベルト駆動され
るため、エンジン自身
の損失熱分の一部も
暖房に利用されます。
　欧州では、灯油を燃やすカーヒータや電気ヒータ
が実用化されていますが、ビスカスヒータは安全か
つコストパフォーマンスに優れるため、寒冷地仕様
のランドクルーザなどに搭載され販売されました。
　2006年にカーエアコン用コンプレッサに関連する
特許で愛知発明表彰『愛知発明大賞』（2006年6月

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

株式会社 豊田自動織機　諸井　隆宏（Ｍ61）

エンジニアの卵である皆さんにお伝えしたいこと※

写真1．学生時代、西表島にて（1988年）

図1．青春とは（故：サミエル・ウルマン）

※本稿は平成21年7月9日に行われた機械学会東海学生会第172回講演会の講演を元に編集したものです。

写真2．世界初の流体摩擦熱を利用した自動車用
補助暖房装置『ビスカスヒータ』
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15日）、中部地方発明表彰『日本弁理士会会長奨
励賞』（2006年11月7日）を受賞しました。こうして、
表彰されたことは光栄ですし、たいへん励みになっ
ています。
　もちろんひとつの特許で当社のカーエアコン用可
変コンプレッサが、自ら波を起こしたわけではあり
ません。これに匹敵するような特許は数 あ々ります
し、開発・設計、生産技術、品質保証そして製造、
営業の各部門や関連会社の多くの方の尽力で、カー
エアコン用コンプレッサ市場を席巻するに至ってお
り、代表でこの賞を戴いたものだと思います。
　最近は名工大、豊田中央研究所、豊田自動織機
の産学共同研究の成果を論文として公表してきまし
た。森西洋平先生と玉野先生そして、豊田中研の
方 と々学部時代からの指導教官である伊藤基之先
生にご協力を戴きました。自身はよい師匠に恵まれ、
いろいろな方々から学びました。今もなお、ドクター
の威信にかけて、博士の復権をかけて、こうした研
究成果を当社の製品に織り込んで社会の役に立て
ていきたいと思います。皆さんも人との出会いを大
切にしてください。

２．地球温暖化防止に向けて
　学部の卒業研究を終えて、大学院に入学する前
の春休みに恩師の伊藤基之先生にお願いしまして、
１ヶ月間、エベレスト街道を歩きました。
　ネパール首都のカトマンズから、セスナ機に乗っ
て、ルクラという村に行きます。このルクラの飛行
場は、山腹を切り開いて作くられていますが、飛行
機は山の斜面を利用して離発着します。ルクラか
ら、通称：エベレスト街道を何日も歩きました。標
高が富士山と同じくらいのところにナムチェバザール
という村がありますが、そこを超えたあたりの丘か
ら撮った写真（写真４）です。右手の大きな山はア
マダブラムです。アマダブラムとは、母の首飾りと
いう意味だそうです。
　現在、エベレスト街道の傍らに地球温暖化によっ

て、氷河が溶けてできてしまった自然のダム湖があ
るそうです。写真５は、ダム湖の一つイムジャ湖です。
1960年代には、小さな水溜りだったそうです。それ
が今では東京ドーム32個分の水量を蓄えるまでに
拡大してしまって、決壊寸前だそうです。決壊する
と自身が歩いたエベレスト街道にあった村々が流さ
れ、多くの方が亡くなる可能性があります。
　地球環境問題には、地球温暖化による気候変動、
資源･エネルギー枯渇、生物多様性の劣化、水や
食糧問題、人口増大があります。今の学生さんが
現役で活躍される2050年までに、こうした課題に
適切な方策を実施しないと人類の未来はないとい
われる方もおります。
　真に豊かな社会には、本当は何が必要なのか
を、今、本当に考えなければいけないと思います。
2050年と言えば、自身は80歳を超えるという計算
になります。自身は生きていないかもしれません。
持続可能な社会を目指して欲しいと思います。

３．豊田佐吉翁の自動織機そして、コンプレッサ
事業

　トヨタグループの創始者である豊田佐吉翁は、母
親を少しでも楽にしてあげたいという思いから、織
機の改良をはじめられたそうです。また、当時は機
械と言えば外国製ばかりだったのだそうですが、佐
吉翁は国産の優秀な機械を作って、国のために尽く

写真3．愛知発明大賞受賞式において

写真4．エベレスト街道を歩く（撮影：筆者、1990)

写真5．愛地球温暖化防止に向けて（イムジャ湖）
出所：上記URL  http://doraku.asahi.com/lifestyle/earthphoto/080707_photo17.htm1#photogallery
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したいという大きな志を持って、23歳ではじめて織
機に関する発明をしました。その後、日本初の動
力織機や自動織機、独創的な環状織機などを発明
していきます。
　名古屋駅の近くにある産業技術記念館には、復
元された環状織機が展示されています（写真６）。
スケールの大きさと独創性に圧倒されます。「そこの
障子を開けて見よ。外は広いぞ」と佐吉翁は言わ
れたそうですが、人生観が変わるように思います。 
　そして、佐吉翁は最初の発明から実に34年かかっ
て、G型自動織機を完成させ、このG型自動織機を
製作する会社ということで、豊田自動織機製作所
を創立。わが国の機械産業の発展・近代化に貢献
しました。当社を含む、トヨタグループの事業の多
角化の根底には、豊田綱領にある「研究と創造に
心を致し、常に時流に先んずべし」というものがあ
るからだと思います。当社の常務だった豊田喜一郎
さんが当社の中に自動車部を設立しました。自動
織機で培った鋳造技術があったからこそ、エンジ
ンブロックなどの鋳造が可能となり、今日のトヨタ
自動車を興していくことができたのだと思います。
　1924年完成の「Ｇ型自動織機（無停止杼換式）」

は、よこ糸が尽きる寸前に高速運転のまま機械を止
めずに、よこ糸を自動的に補給し、たて糸やよこ糸
が１本でも切れると機械が自動停止します。普通の
自動化した機械は一旦、不良品を作ると人間が止
めるまで不良品をつくり続けます。Ｇ型自動織機（無
停止杼換式）」 は、本学の大先輩である大野耐一
さん（トヨタ自動車・元副社長）が考案されたトヨ
タ生産方式の根幹である『自働化』の考え方であ
る機械に人間の智恵を入れて、不良品を作らない、
不良品を後工程に流さないというのを、既に具現化
していたと言えます。
　我々のコンプレッサ製品開発の歴史も、豊田佐
吉翁の製品開発の歴史によく似ています。まず、カー
エアコンの冷房の原理を説明をします。この原理は
逆ランキンサイクルと呼ばれております。エアコン回
路には冷媒（一般的なのがフロン）が充填されてい
ます。この冷媒の液体をエバポレータと呼ばれる熱
交換器内で蒸発させ、周囲から熱を奪うことによっ
て、キャビン（車室内）を冷却します。エバポレー
タで蒸発しやすいように、エバポレータ上流には高
圧の液を減圧する膨張弁があります。エバポレータ
で蒸発したガスをコンデンサと呼ばれる熱交換器で
冷却して、再び液体に戻し、循環させるのですが、
気体を液化させるためには、気体の熱を奪ってやる
ことが必要です。気体を圧縮して圧力を高くしてや
れば、比較的容易に液化することができます。この
圧縮を担当するのが、当社のコンプレッサーです。
　1960年にカーエアコン用コンプレッサー（３気
筒クランク式固定容量）生産開始して以来、自動
車の増加とともに徐々に事業を拡大して行きます。
1960年代、当社はエンジンと同じクランク式、そ
して1964年には固定容量斜板式コンプレッサを完
成させます。1981年には６気筒から10気筒固定容
量斜板式を完成させます。この10気筒固定容量斜
板式で事業を揺るぎないものにし、固定容量では
ベーン式やスクロール式、可変容量ではワッブル式
といった様 な々形式のコンプレッサの研究開発も行
い、市場投入していきます。そして、ついに35年目
に事業を大きく飛躍させた片側斜板式容量可変コ
ンプレッサを製品化、２年後に、これをベースに電
磁クラッチレス化して、競合他社を引き離すことに
なります。私は入社後すぐにこの新製品開発に携わ
ることになりました。この片側斜板式容量可変コン
プレッサの開発中に出願した特許が、平成18年度
『愛知発明大賞』を受賞したということになります。
受賞理由として、斜板の重心の設定という簡便な手
段によって、クラッチレス化を行うことが可能とな写真6．環状織機（1906年）
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り、経済的に当社も含め地域社会を豊かにするとと
もに、ドライブフィールの向上、エネルギー負荷を
低減し、自動車の環境性能（省燃費）などに貢献
するなど、産業技術の発展に大きく貢献したからだ
そうです。 
　私はシンプルな構造の斜板式のメリットを生かし
た可変構造を新規開発に携わったのですが、それ
以降の研究開発も含めて、いくつかの実体験を通
じて、エンジニアの卵である学生さんにお伝えした
いことは、以下のとおりです。
 ①「人との出会いや繋がりが大切である」、②「研
究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」、③
「一度身につけた、智恵は今後にも役立っていく→
一生もの」、④ 「先人の智恵を学んで、 先人を乗り
越えて、技術革新し、新しい製品が生まれる」、⑤「過
去から未来へ技術は繋がっている。たとえ失敗して
も、きっと何かに役立つときが来る」、⑥「失敗に
は大きな成功のヒントが隠されている」、⑦「正攻
法だけでなく、従来の固定観念にとらわれないで、
あえて…することによって成功→逆転の発想」も重
要、⑧複雑な構造のものは現実的でないので、実
用上実施されることはなく、「簡便な手段によって、
目的を実現」

４．おわりに
　豊田自動織機は繊維機械事業、自動車関連事
業と新しい基幹産業を作って、社会に貢献してきま
した。若い学生さんには、是非、次の基幹産業を
興していくのだという大きな志をもって、欲しいもの
です。研究を通して学ぶこと、これに加えて、人間
力も高めて、残り少ない学生生活を有意義に送って
欲しいと思います。
　とある老師が、『 学ぶということは 』は、まねる
ことだと言われました。まず、先人に学び、先人に
近づき、先人に追いつき、そして、先人を超えてい
くことです。三国志にでてくる有名な諸葛亮孔明が
自身の子孫に残した言葉に『 学ぶことで才能は開
花する』 というものがあります。名工大生は才能は
お持ちですが、才能を開花させるには学ぶことです。
そして重要なのは、何のために学ぶのか、働くのか、
しっかりとした志を持って、ということだと思います。
自分自身だけでなく、公のために目標をしっかり持っ
て、努力して欲しいと思います。自身を振り返って
みると欲深ったり、志が小さかったり、志をしっか
りと持っていないときに自身もよく挫けてしまったよ
うな気がします。　
　次にブルーオーシャンとレッドオーシャンについ

て、説明します。ブルーオーシャンと言うのは、例
えば、先ほどの可変コンプレッサのように性能や機
能で他社を圧倒しますと、他社は追いつけないの
ですから、そのあとは何をやっても、誰がやっても
うまくいく。一方、レッドオーシャンというのは、血
みどろの戦いのことで、例えば、同じくらいの性能
や機能の製品ですと、コスト競争が激化し、こうい
う状態では、コスト低減に追われるばかり、多くの
人が巻き込れ、仕事はたくさんこなさなければいけ
ませんが儲からない、自社だけでなく関係会社ま
でも、まさに血みどろです。
　私は中学生のとき、親友とブラインド将棋ができ
ました。ブラインド将棋というのは、実際の将棋盤
を使用せずに対戦相手と頭の中で将棋を指すこと
です。概ね当時の実力は初段くらいだったと思いま
す。基本である定石（じょうせき）を覚えても決し
て、強い相手に勝てるわけではありません。しかし、
基本である定石を心得ますと、様 な々工夫をこらし
た独創性溢れる自流の戦法を繰り広げれるようにな
ります。独創性とオリジナリティを大事にして、デファ
クトスタンダードを獲る。そうしますと、先ほど説明
しましたブルーオーシャンの状態となります。豊田
佐吉翁や豊田喜一郎さんのように技術で持って会社
を発展させる、そして世の中に役立てる。そして、
地域社会を豊かにする。そういった志を持って、仕
事をして欲しいと思います。繰り返しますが、まず、
先人に学び、先人に追いついて、先人を乗越えて
いくことです。若い皆さんの今後の活躍を期待して
います。　
　志が高ければ、多少の苦難も立ち向かっていけ
た気がします。目標を達成するのが偉いのではなく
て、目標に立ち向かって努力することが重要です。
失敗しても、開発したものがたとえ製品にならなく
ても、何年か後にきっと役立つときがくるはずです。
　末筆ながら、本学・大学院・川合さんと草野さ
んには、本発表の事前準備から、ご尽力をいただ
きまして、誠にありがとうございます。

写真7．講演風景
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　リビアという国ついて聞いたことはあると思いま
すが、リビア人から説明を受ける機会はめったに
ないと思いますので、このページに説明させて頂
きたいと思います。リビアは北アフリカの地中海に
面する国で、1,759,540平方kmの面積のほぼ95%
はサハラ砂漠に覆われています。東にエジプト、
南東にスーダン、南にチャドとニジェール、西にア
ルジェリアとチュニジアと国境を接します。国とし
てのリビアはまだ新しい国です。1951年にイタリア
から独立してわずか58年です。歴史的には貧しく
て独立後すぐの事情はよくありませんでした。例え
ば、教育の状態は極めて悪く、当時の100万人のリ
ビア人の中で16人だけが大学の学位取っていまし
た。その中で弁護士は3人いましたが、エンジニア
や医師は一人もおりませんでした。識字率は25％
でした。健康状態はさらに問題がありました。例
えば、人口の10%は目の病気のせいで盲人でした。
そんな状態の中、1950年代に石油探索がはじまり、
1963年に第一の石油輸出が開始されました。国が
豊かになると、教育や健康に石油収入を費し、現
在の識字率は86%になっています。健康の状態も
無料診察制度のおかげで良くなりました。
　リビアの社会は保守の社会とみなされます。女
性はほとんどイスラム教の規則に従って髪の毛を覆
いますがほとんど顔は覆いません。結婚式は女性
と男性は個別の場所で行いますが、学校は男女は
同じ所に行きます。リビアには家族はとても大切な

ものです。親や年長者に対する尊敬を皆が守りま
す。
　リビア料理については、クスクスという北アフリ
カ料理が一番人気がありますが、トルコとイタリ
ア料理の影響もあります。トルコからデザートと詰
め物が伝わって、イタリアからピザやパスタが伝
わりました。伝わったというのはそのままではなく
リビア化されて伝わりました。例えば、リビア風
なピザにはリビアの野菜や調味料が入ります。詰
め物は牛ミンチの代わりラクダミンチも使います。
　サハラの文化もさまざまあります。昔は輸送の為
ラクダ隊商を使った砂漠人は現在、車もよく使い
ます。車の種類の中でランドクルーザーは一番人
気があります。砂漠の状況を最も耐える車とサハ
ラ人が言います。そのためにランドクルーザーに
感嘆して褒める詩も作ります。
　名工大では情報工学専攻の北村研究室で手話
の研究を行いました。この原稿が掲載されるとき
には卒業してリビアに帰国しているはずです。北
村先生、研究室の皆さん、友人に感謝します。

G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー 私の国、リビア
情報工学専攻　Elghadi Abdulhakim Abdalla

写真１．リビアの風景 写真２．研究室のメンバーと（著者は前列左端）
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 私はフランス、パリの近郊にある工学系の大学、
EFREIからの交換留学生です。名工大とEFREI
は互いの学生に国際経験をさせるため協定を結ん
でいます。これはEFREIの学生にとって、新しい
路を見つける大変よい機会で、同時に留学期間６
ヶ月は日本の文化を知るにもよい機会です。 
　私も滞在中、とても多くの経験をしました。も
っとも印象的だったのは名工大のスタッフの活動、
そして石橋教授の研究室運営、そして私のチュー
タについてもらった細谷和輝さんのことです。実
際、皆さんは私が名古屋での生活に落ち着くまで
を手伝ってくださっただけでなく、研究についても
助言をくださいました。日本に来るまで研究をした
ことがなかったので、これは本当に助けになりま
した。日本の方についてもう少し付け加えるなら、
皆さんは大変親切で、常に気遣ってくださったこと
については本当に驚きでした。
　観光では、３月の花見の時期の名古屋、そして、
名古屋周辺で体験したいろいろなお祭りではなん
とも目を見張る色鮮やかな光景を体験しました。
日本で経験したこんなにすばらしい春ははじめて
の体験で、特に、鶴舞公園での花見を楽しむこ
とができました（写真１）。また、パリでは花火
は年に３回だけあるのですが、花火大会を、友
達と一緒に浴衣を着て楽しみました（写真２）。
　もう１つ驚いたのは、古い日本が、現代の日本
とこんなにもうまく共存していることです。たとえ
２つのビルディングの間にある寺院でも、その輝き
をまったく失っていないのです。
　フランスにはめったにない、あるいはまったくな

い便利なものがたくさんあり、毎日の生活を便利
にしています。たとえばフランスでは日曜はお店は
閉まります。平日も午後８時前後には閉店になりま
す。日本では日曜でもお店は空いており、コンビ
ニエンスストアは週７日、１日24時間空いています。
もう１つのよい例は飲み物の自動販売機です。日
本ではどの街角にも見られますが、フランスでは
地下鉄の駅にしかありません。毎日使われている
技術の中にも日本の便利さが見つかります。駅の
券売機で間違って切符を買ったときに便利な精算
機から、携帯電話のメールシステムにまで渡りま
す。これらはフランスにもありますが、日本のよう
は広まっていません。
　最後は安全についてです。日本に来る前にも、
とても安全な国であると聞いていました。しかし、
到着しただけでも、こんなにも安全かと痛感しま
した。たとえば、自転車はたとえ鍵をかけてなく
ても大抵は盗まれません。
　日本でのわたしの滞在について一言で言うなら、
それは発見と驚きに満ちています。研究室で研究
を行う機会を得、教授とチュータさんの手助けで
大会に論文を出すことができました。犬山城や有
楽苑などの多くの国宝や様 な々寺社を通じて日本
の文化も発見することができました。日本語を学
び、また日本の人々のことも知りました。この一学
期だけでは日本を知るには不十分です。日本の文
化にはまだ知らない様々な面があるからです。是
非、再度日本に来て、さらに多くを学ぶことがで
きればと思います。　　　　　　　（翻訳　犬塚）

G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー パリからナゴヤへ 交換留学生として
創成シミュレーション工学専攻

　Ophelie Memvie（EFREI, Paris, France）

写真１．鶴舞公園での花見 写真２．名古屋港の花火大会に出かけるところ（左が著者）
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　昭和時代末期の伊藤要研究室（工化・合成）
最後の同窓会の報告です。
　実は3年前にも研究室の同窓会を開催したば
かりでした。研究室の先輩から年賀状で毎年の
ように同窓会の催促をされて、私が転職で韓国
へ旅立つ前にはと思い立って、2006年7月29日
に池田章一郎教授を囲んで、サッポロビール浩
養園にて開催しました。この時は私の前後5年
間の卒業生が集れば良いとのつもりで募ったの
ですが、後輩がそのまた後輩へ連絡をしてくれ
て、昭和54年卒～ 63年卒までの、何と45名の
総勢になり、久しぶりに会ってお互いの老けた
顔を見ながら、昔話に花が咲いたのでした。

 
　私は１年後にまた職を見付けて日本へ戻って
来ましたが、そしたら今度は伊藤研最後の教員
である池田先生の定年が近いとの事で、早くも
再度開催の要請が来たのでした。
　池田先生が退官されて一息付いた４月29日
（昭和の日）の開催日に決まり、幹事は私のほか、
谷山八千代技官、天草聖二さん（S60卒）、中村
（武内）理恵さん（S62卒）にも手伝っていただ
き、大学からもそう遠くない上前津の中華料理
シルクロードに会場を決定して準備を進めまし
た。この間に住所が変わられた方も多く連絡を

伊藤要研究室（D、G）同窓会報告

取るのが大変でしたが、前回に増して63名もの
大人数となりました。卒業年では昭和49年卒～
平成11年卒までに亘り、大学の総会でもなく一
研究室の同窓会としては、稀に見る規模ではな
いかと思います。
　当日の飛び入り参加もあったり、会場が狭す
ぎて御不自由を掛けましたが、逆に親密になっ
て大いに話が弾みました。最年長の後藤規文さ
んの挨拶に始まり、最後の池田先生のお言葉ま
で、予定の2時間はあっという間に過ぎ、それ
ぞれいくつかのグループに分かれて2次会へと
繰り出しました。因みに私達の班は、いつもの
鶴舞公園内の萩之茶屋で、またダラダラと長話
を続けたのでした。
　毎日の忙しい仕事を忘れて、お互いに30年前
の学生時代そのままに戻って、屈託のない会話
を楽しむことが出来ました。卒業後30年経って
も皆が集れるのは、優しかった伊藤先生と気さ
くな池田先生を慕ってのことと思います。残
念ながら海外赴任や地元行事などで参加できな
かった方もおられ、また連絡が付かなかった方
にも、この場を借りて御報告とお詫び申し上げ
ます。

記：花井（山内）信洋（Ｇ56）
2006年７月29日　浩養園

2009年４月29日　上前津シルクロード

情報情報 ネットワークネットワーク
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　恒例のＯＢ会は今年で14回目になり6/13 ～
14に行われました。今回は名工大体育館から吹
上の居酒屋に移動して前夜祭を終了し、翌日は
ゴルフ組がプレーを堪能、来年の再会を約束し
てお開きとなりました。
【現役ＯＢ交流試合】
　現役と若手のＯＢが東京大阪から駆けつけ総
勢100名近く集まりました。卒業して30年以上
隔てたＯＢにも最後挨拶の場をいただけるのは
大変光栄です。
　会誌「ごきそ」の１－２月号にクラブ紹介が
あり現役の年間の活動状況や東海地区でのレベ
ルが分ります。日頃から交流がないので情報が
あるのはありがたいです。単科大学で男子学生
が圧倒的に多く、以前から素質に恵まれたプレ
イヤーが多く入部しており、統制と組織力があ
れば常に常勝軍団になれる力があります。大学
の生き残りのため一考の余地有りと思います。
【懇親会】
　伊藤さん（Ｅ26）をはじめ13名が集まりまし
た。例年今池の寿司割烹を利用していましたが
都合で大学近くに変わり「安近短」でした。メ
ンバーも最年少でも還暦に近くなり仲間作りが
課題です。
【ゴルフ交流会】
　荻野さん（Ｋ45）のご好意により今年も瑞浪
のベルフラワーＣＣでプレーを満喫、優勝で賞
品と馬を総なめにした小出さん（Ｍ48）「来年
も頑張ります」と宣言。

記：山之上　誠（Ｃ49）

平成21年度 バスケットボールＯＢ会報告
　私たちＥ39卒業生は、11年ぶりとなる同級会
を6月9日～ 10日に伊豆・下田の『濤亭』で開
きました。幹事の期待を上回る21名が関東、中
部、関西、四国の各地から集まりました。
　参加者の中には卒業以来45年ぶりに再会した
人もあり、顔を会わせた当初はお互いに「えーっ
と、君は…」と戸惑いましたが、１分もすれば
昔の面影がよみがえり、学生時代に戻って話が
弾みました。平日とあって海辺の宿は閑散とし
ており、落ち着いた雰囲気の中で、宴会が始ま
りました。近況報告では、幹事からの「手短
に」という注意は全く無視され、時間が超過し
て二次会になだれこむ始末でした。学生時代か
ら、論客、言い換えればしゃべりたがりの人が
多かったという我がクラスの性格は、45年たっ
ても変わっていないようです。まだ仕事に関
わっている人もいましたが、大部分の人は職業
人生を卒業しており、それぞれ新しい目標を見
つけて充実した日々を過ごしている様子がうか
がえ、何よりでした。最後に幹事から「全員が
名古屋工業会に入ろう!」という檄を受けつつ、
５年後の再会を約して散会しました。
　翌日は、下田市のボランティアガイドさんの
案内で開国の舞台となった寺、「唐人お吉」ゆ
かりの寺、下田開港に関する歴史資料が展示さ
れた開国博物館、ペリー上陸記念碑等開国の歴
史にふれた観光と、道中「なまこ壁」の土蔵や
古い街並みを見ながらノスタルジックな気分の
散策を楽しみました。

記：梅津寛、岩間紀男（Ｅ39）

Ｅ39同級会の報告

ベルフラワーCC　6.14
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　平成21年6月12日（金）佐倉CCにおいて24名の
参加で開催しました。梅雨入り宣言直後にもかか
わらず好天に恵まれ、安定したスコアで伊藤禎治
様（A35）がネット75で優勝、準優勝は西出輝幸
様（M38）、第3位は黒田達郎様（C31）がシニア
賞も合わせて獲得しました。伊藤禎治様は名工
会での優勝は初めてとのこと、懇親会での満面に
笑みを浮かべながらのスピ－チにその喜びが溢れ
ていました。この会が始まって半世紀となる記念
すべき次回の200回大会についてどうするかを話し
合ったが、別途特別記念大会を開催しようという
ことで詳細は幹事会に一任されることとなった。
　更に今年、田原敬造様（C31）と黒田達郎様（C31)
が喜寿、西出輝幸様（M38）が古希を迎えられ、
それぞれに記念品が授与されました。

記：竹林義之（D39）

第199回 名工会東京支部ゴルフ大会報告
　秋雨前線まっただ中の平成21年9月29日(火)、
第79回名工大ごきそ会を会員17名の参加を得て
名門桑名カントリーで開催しました。雨の予想
に反して曇でしたが、風もなく時々日がさす汗
ばむゴルフ日和となりました。予想通り、シング
ルプレイヤー梶原俊彦氏（Ｂ45）がグロス81で優
勝、ベスグロも獲得、２位は理事長篠原陽史氏
（Ｍ33）と、実力者が上位に入賞されました。
　プレー後は和気藹々の内、表彰式、賞品授与、
優勝者のスピーチ等和やかな雰囲気中、寺西鋼
三氏（Ｋ33）からは19・20年度ごきそ会決算書の
報告、全員の承認を得ました。又、非常に残念で
すが、松原照氏（Ｃ35）が一身上の都合により、今
回退会となりました。次回、12月11日（水）三好
カントリー東コースの開催を確認し、散会しま
した。

記：柴田　作（Ａ42）

第79回名工大ごきそ会

名古屋工業会の本部関係会議情報
○運営委員会　　9月8日(火)18:00 ～ 
　　議題１　各委員会の活動について
　     　　　 各委員長から、今年度の活動状況を説明した。
      　　２　役員改選について

　来年度の役員改選スケジュール、役員候補者推薦要領、役員推薦委員会委員につい
　て説明し、理事会へ提案することを承認した。

　　　　３　その他
　法人制度改革について、一般法人への移行を前提にして準備を始めることを理事会
　へ提案することを承認した。

○連携強化委員会　　10月6日(火)18:00 ～
　　議題１　OBトップセミナーの開催について
　     　　　 OBトップセミナー開催について、実施要領を承認した。
      　　２　実務型教員フォローアップ事業について

　来年2月に開催する学生向けのセミナーについて、実施概要を承認した。



今回のパズルは「角度メイズ」です。
ＳからＧまで線をたどってください。
・ 同じ○は１回しか通れません。
・ ○では書かれた角度で曲がります。
・ 数字のない○では好きに曲がれます。

解答は次号に掲載します。
パズル：稲葉直貴（EJ⑬）作
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　今年も残り少なくなって参りましたが、不況
は長引いており大学の就職も昨年より厳しく
なったようです。そのような中ですが、今回の特
集としては、企業を創業されて頑張っておられ
る名工大OBの方々やこれから企業を考えてい
る学生さんなどを交えての座談会を企画しまし
た。創業を通して得られた貴重な経験から示唆
に富む話しも伺うことが出来ます。また、工業会

の各支部の状況を今回と次回に分けて掲載いた
しますので、各地域での支部活動とそのために
頑張っておられる方々の姿を知ることが出来ま
す。次回には支部活動の後半と、企業のトップで
活躍しておられるOBによる学生向けの講演会
「OBトップセミナー」の記事も紹介の予定です。
早いですが、よいお年をお迎えください。

 （北村）

編集後記

井　口　真　澄  H 21. 1. 22
梶　田　二　郎 Ｍ16 H 21. 3. 4
遠　藤　絋　一 Ａ42 H 17. 4. 30
中村（旧姓仲村）経政 Ｍ21 H 21. 5. 1
山　田　　　昇 Ａ14 H 20. 5. 
渡　辺　一　夫 Ａ８ 
尾　崎　　　潔 Ｍ48 H 20.
大河原　　　達 Ｅ14 H 21. 6. 20

笠　井　重　行 Ｃ23 H 20. 6. 23
堀　田　　　忠 Ｃ30 H 21. 8. 13
兼　松　成　一 Ｅ15 H 21. 8. 6
日比野　千　尋 Ｗ15 H 21. 8. 10
宇佐美　辰　雄 Ａ19 H 21. 5. 7
濱　島　　　操 Ｍ16 H 21. 5. 11
山　口　昌　幸 Ｅ32 H 19. 9. 25
山　田　恒　一 Ｃ29 H 21. 4. 13

平　倉　園　衛 Ｍ11 H 20. 10. 22
山　下　茂　夫 Ｃ13 
片　桐　　　禅 Ｄ39 H 17. 5. 
松　井　富士夫 Ｄ45 H 21. 7. 1
安　達　正　巳 Ｗ14 H 19. 6.
高　橋　克　己 Ｃ16 
田　中　正　明 Ｗ16 
大　岩　一　三 Ｃ34 H 20. 12. 23

訃　　　報

謹んで哀悼の意を表します。

問題　




